
情 報 学 広 報 情 報 学 広 報 

［巻頭言］
「12年目を迎えた情報学研究科において」
・情報学研究科長　中村　佳正 …………１

［報　告］
「平成21年度概算要求特別教育研究（教育
改革）「知識社会におけるイノベーション人
材養成のための全学共通情報教育プログラ
ムの開発・実施」について」
・情報学研究科長　中村　佳正
・副研究科長　　　田中　克己 …………３

［随　想］
「定年：あー少年老い易く学成り難し！」
・名誉教授　富田　眞治 …………………８
「私の仕事や将来に危機管理を適用する」
・名誉教授　河田　惠昭 …………………10
「臨場感」
・名誉教授　金澤　正憲 …………………13

［紹　介］
「通信情報システム専攻に着任して」
・教授　佐藤　高史 ………………………14
・新任スタッフの抱負 ……………………15

［報　告］
「情報学研究科創立十周年記念行事報告」
・教授　田中　利幸 ………………………17
「グローバルCOEプログラム「知識循環社
会のための情報学教育研究拠点」─進捗状
況報告─」

・教授　田中 克己　教授　中村 佳正　
教授　西田 豊明　教授　石田 享………19
「公開講座「こんなに楽しい数理の世界」
を開催して」
・教授　永持　　仁 ………………………29
「京都大学ICTイノベーション2009報告」
・実行委員長　河原　達也 ………………31
「連携推進ネットワークについて」
・委員長　太田　快人 ……………………32
「将来構想検討委員会中間まとめ」
・委員長　富田　眞治 ……………………33
「Alan Kay博士への京都大学名誉博士称号
の贈呈」
・教授　喜多　　一 ………………………36

［諸　報］
招へい外国人学者等 ………………………38
平成20年度受託研究 ………………………39
平成20年度共同研究 ………………………41
平成20年度科学研究費補助金 ……………43
平成20年度特別講演 ………………………47
学位授与状況 ………………………………51
入学状況・修了状況 ………………………54
栄誉・表彰 …………………………………54
人事異動 ……………………………………57
教員一覧 ……………………………………58
日　　誌 ……………………………………60

京都大学大学院情報学研究科

平成21年度

（写真：創立10周年記念講演会・記念式典より）

目　　　次

No.11





この度、思いがけず富田

眞治先生のあとを引き継ぐ

こととなりました。前任者

の存在感が大きい程、皆様

にこの目立たない若輩を助

けてやろうと思っていただ

くことができまして、おか

げで無事に情報学研究科は

動いております。存在をあまり意識されないのが

良いリーダーという中国の故事もあります。この

まま下働きに専念させていただきたいところです

が、学内外から矢継ぎ早に投げ込まれる直球、変

化球を見極め、打ち返すために、一層のご支援を

賜りたいと存じます。本稿では、所信表明として、

思いつくままに研究科の課題を述べさせていただ

きます。

まずは自己紹介です。平成10年４月の研究科創

設前後の苦労を知らない初めての“戦後生まれの”

研究科長です。学位取得後、京都大学を離れ、17

年間、地方国立大学、私立大学、大規模国立大学

から京都大学を見てきました。25年前、いくつか

の学部・学科は日本一を自負していました。希有

な存在である京都大学がこの大学評価の時代にい

かにあるべきか、孤高と第二東大との間にある京

都大学の取るべき道について思いを巡らさざるを

得ません。

宇宙空間には暗黒星雲と呼ばれる天体がありま

す。この星雲が含む周囲より高密度の宇宙塵や星

間ガスによって背後の明るい恒星や星団からの光

が遮られるため、天空においてそこだけ何もない

かのように暗く穴があいて見えることからこの名

前があります。創設されてからしばらくの情報学

研究科は、内部に高いポテンシャルがありながら、

あまり外への情報発信のないまさに暗黒星雲のよ

うに感じられました。平成20年11月に刊行された

「情報学研究科創設10周年記念誌」（研究科ウェブ

ページでも公開中）において創設当時を知る方々

の寄稿が掲載されていますが、その中に「ちょっ

と吹けば壊れてしまうガラス細工のような形でま

とめた」との記述があります。情報に関係した分

野を集積・融合した学際的な大学院研究科、言い

換えれば、つぎはぎだらけの研究科において、そ

れぞれの専攻の内部をまとめるために大きなエネ

ルギーが必要だったことは容易に想像できます。

平成19年スタートの「グローバルCOEプログラ

ム」の頃からは、専攻間の切磋琢磨を全面に出す

ことで、ようやく力を発揮し始めましたが、専攻

を超えた研究科の総力を問われるような大舞台、

例えば、研究科をあげて科学技術立国を背負うた

めの戦略立案の機会はまだ訪れてはおりません。

南米サッカーのような個人の突破力に頼った局地

戦が得手なのは伝統とも言えますが、これまでは

同じゴールを目指しているかどうかも判然としま

せんでした。ここが京都大学の持ち味であり、同

時に、限界を感じるところでもあります。国際標

準仕様がモノを言う情報通信分野においては、緒

戦の勝ち、局地戦の勝ちをいかに戦略的な勝利に

結びつけるかが重要です。また、高度に発達した

工学である数理工学・システム科学分野において

も、我が国の技術力の回復に貢献するためには、

理念の深化と継続的な革新が必要です。情報学の

建設への数学、力学、農学、生命・脳科学、認知

科学等の貢献もまた京都大学だからこそ期待され

てきました。“個が強い組織”京都大学の最大の独

立研究科として、教育においても研究においても

「戦う力」を蓄えていかねばなりません。個人個人

の力を研究科の力に変えること、これが最初にあ

げさせていただく課題です。

平成21年３月、国立大学法人評価委員会による

情報学研究科の教育と研究に関する現況分析結果

が確定しました。７つの評価項目のうち「教育の

実施体制」のみが関係者の「期待される水準を上

回る」とされ、「教育内容」「教育方法」「学業の成

果」「進路・就職の状況」「研究活動」、「研究成果」

はすべて「期待される水準にある」との評価とな

りました。判断理由によれば、「教育の実施体制」
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は、「けいはんな連携大学院ユニットの設置や、教

務委員会において学生によるカリキュラムアンケ

ート、修了生アンケート、企業人事担当者アンケ

ートを実施し、その結果に基づいて教育改善を実

施している」ことを評価したとあります。教育で

「期待される水準を上回る」以上の評価を得たのは

全90国立大学法人の学部・研究科等801組織のうち

上位11～20％でした。情報学研究科の教育はまず

まずと言えそうです。京都大学の15の研究科のう

ち情報学研究科の教育の評価は、アジア・アフリ

カ、地球環境、理学に次ぐ上位グループでした。

ところが、研究については全国の41～46％の組

織が「期待される水準を上回る」以上だったにも

関わらず情報学研究科の評価は「期待される水準

にある」に止まりました。意外に思う教員が多い

のではないでしょうか。確かに、研究科が獲得し

た競争的資金の総額は、平成16年をピークに４年

連続で低迷傾向にあります。査読つき論文数も法

人化前と比べてやや減っています。文科省では今

回の「水準評価に従って運営費交付金の配分を調

整する仕組み」を検討しているようです。資金獲

得額や論文数は表層的な競争力を示していますが、

論文の独創性や学界、社会への影響力として現れ

るファンダメンタルな競争力こそが重要です。し

かし、これからの時代、このような競争力もまた

アピールしていかねばなりません。教育について

は組織的な対策が可能ですが、研究はこれまで個

人に任されてきました。未だに暗黒星雲状態の研

究面のアクティビティをいかに外から見えるもの

にするかが第２の課題と考えます。

我が国の18歳人口の減少は顕著です。京都大学

の修士課程大学院入試の志願者総数は平成19年度

以降、毎年約５％下がっています。情報学研究科

では下がり始めが２年早く、８月入試の志願者は

平成17年度入試の318名をピークに平成21年度入試

では243名でした。入学者は180名台とほぼ一定で

すので、学生の質の低下が懸念されます。このた

め、実践的科目、コミュニケーション科目、研究

科共通基礎科目の導入と拡充を図り、履修モデル

の提示へと対策を講じています。また、情報学研

究科の修士課程から博士後期課程への進学者も平

成17年の42名から３年で半減しています。学生の

意識調査でも博士課程進学を迷っている学生の割

合が平成16年12月の44％から平成20年12月は14％

に激減しています。博士後期課程学生の減少は査

読つき論文数の減少の要因ともなっています。こ

の４年間でいったい何が起きたのでしょうか。他

大学の情報系研究科でも同様な現象が見られるよ

うです。この問題の分析と対策は情報通信分野に

おける喫緊の課題となっています。

学生の供給を学内や企業を含む国内に求めるだ

けでは、学生の質的低下を招くことなく充足を確

保することは困難になっています。また、京大で

学びたい、日本語は勉強してきました、という留

学生だけを相手にしていたのでは質・量ともに限

界があります。ヒントになるのが平成20年度から

開始した募集定員８名の博士後期課程留学生の英

語による教育プログラムです。以前の定員５名の

同様なプログラムが特定国に偏り欠員がしばしば

生じたのに対して、交流協定条項を撤廃し、給与

支給に加えてRA雇用することを条件に加えたた

め、志願者は倍増し、出身国も欧州、西アジア、

南アジア、東アジアと大きく広がりました。今や

博士学生の４割が留学生です。そこで、平成21年

度からは、修士課程の選択必修となっている研究

科共通科目「情報学展望」の一つを英語化すると

ともに、外国人招聘研究者が一部を担当補助する

授業科目を時間割に明記しました。さらに、修士

課程でも10月期入学を導入するとともに、英文の

募集要項を修士と博士の両方で用意し、過半数の

専攻が参加して海外で初の情報学セミナーを開催

することとしました。このような中、京都大学が

文科省の国際化拠点整備事業（グローバル30）に

申請する際に英語のみで修了可能なコースの設置

を要請されるに至りました。平成20年10月の教授

会において情報学研究科の「教育研究上の目的」

が確認されましたが、我々はそこに「情報学の国

際的研究拠点としての役割を果たす」と記してい

ます。カリキュラムの国際化は急速に進展しつつ

あります。この方向への展開はやがては情報学研

究科における教育だけでなく、人事や将来構想を

も変えていく可能性があります。

情報学分野、そして、情報学研究科を取り巻く

社会環境が創設当時とは一変した今、危機を真摯

に受け止め、新しい時代へと続く進路を見つけ、

必要な布石を打つこと、これを第３の、そして最

大の課題と考えております。

いろいろと課題ばかりを述べました。10年後も

まだここに在籍しているだろうことしか取り柄は

ありませんが、フットワークとバランス感覚だけ

は心がけてまいりたいと存じます。どうぞよろし

くお願い申し上げます。
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平成20年２、４、５月の学内ヒアリング、４、

５月の文部科学省ヒアリングを経て、９月に財

務省に送られていた情報学研究科の平成21年度

概算要求特別教育研究（教育改革）である「知

識社会におけるイノベーション人材養成のため

の全学共通情報教育プログラムの開発・実施」

について、12月24日に採択の内示がありました。

本研究科からの要求額は98,772千円（平成21年度）

でしたが、文科省、財務省のどの段階でも減額

はなく、最終的な採択額も同額となりました。

実施は平成21年度から５年間です。本稿では、

この教育改革プログラムの経緯、内容、現状を

中心に報告致します。

１．経緯

本件は、富田研究科長（当時）監督、田中克

己研究科長補佐（当時）主演、副研究科長（当

時）の中村助演による前年の「グローバルCOE

プログラム」の際と同じキャスティングでの申

請でした。事業概要には、「IT（情報科学・計算

科学）と情報社会制度・ビジネスに関する知識

を有しイノベーションに貢献する人材を育成す

るための、大学・大学院レベルの全学情報教育

プログラムの研究・策定と実施」と記していま

す。その中身としては、京都大学における情報

教育の革新が学部と大学院の双方で必要である

こと、新しい情報教育の柱は、従来のようなコ

ンピュータリテラシーではなく、学生が将来研

2001. ４
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究活動を行うために必要な「情報科学、計算科

学、及び、社会における情報の取り扱い（情報

社会制度、情報セキュリティ、情報倫理、知財

など）」であると述べています。また、特徴とし

て、全学情報教育プログラムの構築を、１）文

理融合の立場から実務家教員と情報学等の教員

が連携して行う点、２）大学院レベルにおいて

も策定・実施を計画している点を強調していま

す。

重要かつ緊急性のあるキーワードを実施計画

に並べた中で、４月24日の文科省ヒアリングで

係官からの質問とコメントは１点に集中しまし

た。それは意外にも大学院教育でした。（前ペー

ジ図の中央緑色のライン参照）。「ITが非常に進

んだ状態で新しい大学教育どのようにするのか

というのは非常に重要であるという認識はあ

る。」と前置きした上で、「学部情報教育を教育

GP (Good Practice) でやろうという大学はこれま

でにもたくさんあった。大学院情報教育をやろ

うというのは例がない。京都大学でそのような

ことをやろうというのは大変なのはよく知って

いる。しかし、京大でできれば、その他の大学

にも普及していく。」

学内コンセンサスを得るため、５月30日の第

２回ヒアリングまでに何人かの理事、副学長、

研究科長等を訪ねたのはいうまでもありません。

採択の後になって、５月23日に次期総長に選出

されたばかりの松本理事（当時）からも強い支

持があったことを知りました。

情報学研究科では、採択に備えて平成20年９

月頃から検討を開始し、大学院カリキュラムに

おける研究科共通設置科目を大幅に拡充しまし

た。具体的には、平成21年度は「シミュレーシ

ョン科学」「計算科学特論」「計算科学演習」「イ

ノベーションマネジメント基礎」「メディア情報

処理」「情報と知財」の６科目を開設し、他研究

科の学生を積極的に受け入れることとしました。

２．本事業の目的と目標

情報技術は、今や、社会基盤を実現・維持し

ていくための基盤的技術であるとともに、大規

模シミュレーションや大規模情報分析など、諸

科学研究の新しい方法論をも提供する基盤技術
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になっています。一方、社会における情報の取

り扱い（作法、社会制度、情報セキュリティ、

情報倫理、知財など）に関する教育は十分にな

されておらず、社会問題にもなりつつあります。

高等学校での教科「情報」のスタートにとも

ない、パソコンやインターネットなどをツール

として使いこなせる能力（コンピュータリテラ

シー）の涵養に終始していた従来の大学の全学

情報教育はその存在意義を失いつつあり、諸科

学の方法論を支える情報科学・計算科学、およ

び、社会における情報の取り扱いに関する基礎

知識習得を中心に据えた、大学、および、大学

院における新しい全学共通情報教育の体系・カ

リキュラムの設計と教育の推進が必要となって

います。

本事業は、情報学研究科の教員のみならず、

情報倫理・セキュリティ、情報知財、経済・経

営科学、文学などの教員や実務家を結集し、イ

ノベーション人材養成も視野にいれた、学部・

大学院レベルの、新しい全学共通情報教育プロ

グラムの策定、情報教育の情報化、および、教

育プログラムの実施を行うものです。

また、従来の授業評価アンケートなどの画一

的なFDにとらわれず、受講生の予習復習や教員

の授業改善のための講義・教材アーカイブの開

発整備、コースマネジメントシステムに基づく

教員／学生の対話機会の増加など、情報技術を

用いた新しい教育支援システム・FDシステムの

構築／評価を行います。

３．本事業の必要性／緊急性

大学における全学的な情報教育は、これまで、

情報機器を使いこなすための教育、いわゆる、

コンピュータリテラシー教育が中心となってき

ていました。しかし、高等学校における教科

「情報」の選択必修化に伴い、我が国の大学にお

ける情報教育は、その内容の高度化・充実とと

もに、大学における情報教育の目的や理念の見

直し、および、その教育体制の見直し・充実が

強く求められています。

大学における全学的な情報教育プログラムは、

１．学生が各学部や大学院において将来研究活

動を行うために情報技術をもちいた研究の

方法論の基礎を教授するとともに、

１．学生が大学・大学院や社会において、情報を

2001. ４
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正しく取り扱うための基礎知識を教授するこ

とが重要です。前者では、情報科学や計算科学

の基礎を学ぶことが重要であり、後者では、情

報倫理・情報セキュリティ・情報知財や情報ビ

ジネスについて基礎知識を体得することが重要

であると考えられます。

また、経済財政改革の基本方針2007において

も、イノベーション創出に向けた人材育成（産

官学の連携の下に「科学的・工学的手法」によ

るサービスの開発・導入が行える人材の育成）、

情報セキュリティの向上（業界横断的な人材の

育成支援）、大学・大学院改革（競争力の基盤と

なる数多くの優れた人材の育成、社会において

指導的役割を果たすリーダーとなる人材の育

成）、知的財産戦略の国際標準化活動のリーダー

育成などが求められており、これに資する大

学・大学院の全学情報教育プログラムの策定・

実施が重要であると考えています。

４．事業の取り組み内容

本事業では、京都大学の学部、大学院の全学情

報教育プログラムの策定、教材コンテンツ作成、

教育支援システム開発、および、全学情報教育

の実施を行います。

京都大学における全学共通情報教育は、現在、

各部局が１、２回生を対象に科目提供を行って

実施しており、全体で約60科目（コマ）の講義

を実施しています。現在の内容は、主に、コン

ピュータリテラシー、情報科学、情報技術演習

（少人数教育含む）からなっています。

本事業では、既存の全学共通情報教育科目とは

別に、新規に30コマ程度（学部20コマ、大学院

10コマ、一部、学部/大学院共通科目を含む）を

設置し実施することを計画しています。その教

育内容としては、情報科学・計算科学、情報社

会制度、イノベーション基盤をコア科目とし、

21年度は部分実施、22年度より全面実施を目指

しています。

また、全学情報教育専門委員会と連携して、現

状の全体コマ数60コマの見直しとともに、既存

のコンピュータリテラシー科目については、減

少、あるいは、内容改訂や補習科目としての提

供を行う方向で検討します。
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本事業の教育プログラムの実施により、「情報科

学・計算科学」、「情報社会制度（情報倫理・セ

キュリティ・知財など）」「イノベーション基盤

（イノベーション管理・MOTなど）」に関する知

識と知見を有する人材を養成するとともに、全

学共通情報教育（京大モデル）の確立を行い全

国の大学に普及させることを目指します。

平成21年度は、学部カリキュラムにおいて、「情

報と社会（情報社会制度）」を部分的に実施し、

「情報科学・計算科学」、「イノベーション基盤教

育」のプログラム開発を行う。また、大学院教

育においては、「情報科学・計算科学」や「情報

社会制度、イノベーション基盤」に関わる教育

科目の部分実施を行います。また、情報教育の

ための教育支援システム・FD基盤の構築運用に

ついては、コース管理システム等を用いたFDシ

ステムの設計開発、および、講義アーカイブシ

ステムの設計を行います。また、平成21年度は

中期目標の区切りであるため、平成21年度の教

育研究活動の成果発表と自己評価のための公開

シンポジウムなどを開催します。

平成22年度以降（次期中期目標期間）において

は、「情報科学・計算科学教育」、「情報社会制度

教育（情報倫理・セキュリティ・知財など）」

「イノベーション基盤教育（イノベーション管

理・MOTなど）」を中核とする全学共通情報教

育カリキュラムの策定、講義教材コンテンツ作

成、学部／大学院における全学的展開／実施を、

情報学研究科等の教員、および連携予定部局の

教員等が行うことを計画しています。同時に、

講義・教材アーカイブ・ストリーミングサーバ、

講義・教材モバイル視聴システム、情報教育コ

ース管理システムなどの設計開発を行い、順次

運用を開始したいと考えています。

５．事業の実現に向けた実施体制等

本事業は、情報学研究科の教員の他、学術情

報メディアセンター、経営管理大学院、高等教

育研究開発推進センターの教員、社会における

情報ビジネスの実務や法制度など社会制度設計

に関わる実績を有する実務家教員などから構成

するグループが中心となって、実施します。

大学院の人材養成のために、従来から、21世

紀COEプログラム（平成14年度～18年度）や19

年度発足のグローバルCOEプログラムにおいて、

情報ビジネス・情報知財の観点からの人材養成

プログラムに取り組んできています。特に、知

財教育については、21世紀COEプログラムで、

大学院生向け知財フォーラムの開催や、全学共

通講義科目「情報と知財」の実施、講義・講演

の資料・映像のデジタルアーカイブ化など、多

大の実績を有しています。

本事業では、学部・大学院や分野を問わない全

学共通情報教育プログラムを設計し全学的に展

開実施することを目的としており、また、大学

院においては将来、副専攻教育プログラムの中

核的な部分に対応するものと位置づけています。

６．まとめ

本事業は、情報学、特に、ITが極度に普及した

時代における情報教育の社会における新たな位

置づけを模索する場としての役割も持ち、今後

の情報学の研究を先導するものが育つことも期

待しています。

本稿執筆時の平成21年５月には、この教育プロ

グラムの実施体制の中心となる「情報教育推進

研究センター（仮称）」の情報学研究科内への設

置を検討しています。一方、全学では、本教育

改革プログラムの実施と連動して、教育担当理

事を中心に教育制度委員会の中に大学院共通教

育に関するWGを設置すると聞いています。平成

22年度からの第２期中期計画期間をひかえ、全

学に対する情報教育の提供を通じてプレゼンス

を高めることは、情報学研究科のセキュリティ

を考える上で非常に重要なことと考えておりま

す。皆様のご支援ご協力をお願い致します。
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1964年に京都大学工学部電子工学科に入学し、

2009年３月で早45年が経過します。この間、

1986年10月から1991年３月までの４年半、九州

大学総合理工学研究科教授を務めましたが、そ

れ以外はすべて京大でお世話になりました。教

えをうけた諸先生方、同僚、学生の皆様、研究

科教職員のみなさまに感謝したいと思います。

私は1964年に電子工学科に入学しましたが、当

時「電子」、「エレクトロニクス」は未知のもの

として魅惑的な光を放っていました。また、私

は1968年に修士課程に進学しましたが、そのこ

ろから1970年代後半にかけては、ミニコン、マ

イクロプロセッサ、半導体DRAM、C言語、構

造化プログラミング、UNIX、ARPANET、イン

ターネット、イーサネットとALTOワークステ

ーション、スーパコンピュータCRAY-1、など現

在の情報システム基盤の原型が爆発的な速度で

研究開発されました。これは情報基盤だけでは

なくて、たとえば、マルチメディアの世界でも

坂井利之先生、堂下修司先生、長尾　真先生の

グループでも自然言語、画像、音声情報処理の

研究が華々しくなされました。

小生はそのような時期に大学院学生として坂井

研究室で音声合成、また助手として萩原　宏先

生の下でコンピュータアーキテクチャの研究に

没頭しました。何もやっても面白く、また楽し

かったと思います。当時は「情報」というもの

が輝いていた時代でした。そういう魅力的な分

野に優秀な人材が多数集まりました。

そういった時代を過ぎて、今日では、研究の

分野でも安定した、飽和した時代となっており、

「研究のための研究」を行っているのではないか、

あまり面白くない研究を強いられているのでは

ないか、とさえ思う時代となっています。

若者の「情報離れ」がよく言われますが、教

員自身が「情報」の研究を面白いと思っている

のか、がまず問われるべき大問題です。実は、

先日、情報学研究科同窓会幹事の若手の先生か

らインタービューがありました。その質問の一

つに「先生が今、22歳の修士学生であったとし

て、情報の研究をされますか」という質問があ

り、率直に、たぶん別の面白いことを探すだろ

う、と答えざるを得ませんでした。

情報学研究科で今後とも教育研究に専念して

いただく先生方には、自らが面白いと思う「情

報」の研究をしていただき、世界に発信をして

いただきたいと思います。いろいろな制度をい

じるより、これがたぶん若い学生を引き付ける

最も近い道かと思います。

また、2006年３月から2009年２月まで３年間、

船越満明研究科長の後を受けて研究科長をさせ

ていただきました。この３年間に皆様のご協力

を得て、さまざまなことをさせていただきまし

た。これらの主なものを挙げてみますと、

（１）大学院博士・修士課程の学生定員の変更

（概算要求採択）

（２）全学（大学院も含む）の情報教育に関する

改革（概算要求採択）

（３）グローバルCOE採択

（４）２つの先導的ITスペシャリスト育成プログ

ラム採択（ソフトウェア工学とセキュリテ

ィ）

（５）２つの魅力ある大学院教育プログラム採択

（６）ICTイノベーションの開催とICT連携推進

ネットワークの推進

（７）けいはんな連携大学院の設置

（８）創立10周年記念行事の挙行

（９）アランケイ京都大学名誉博士称号の授与

（10）将来構想検討委員会の設置と将来構想検討

（11）アドバイザリーボード設置
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（12）情報教育問題検討WGの設置と高大連携の

推進

（13）名誉教授室の設置

などがあります。

以上の事業は私が行ったというのではもちろん

なくて、皆様からの積極的な提言があり、面白

いことをどんどんやって頂いた結果だと思って

おります。お世話になった先生方のお名前は記

載しませんが、執行部はじめ様々な方々よりご

支援をいただきました。誠にありがとうござい

ました。

将来構想検討委員会は、その前身の懇談会から

数えますと３年くらいを費やしました。さまざ

まな意見が出て、残念ながら改組の具体案を提

示するところまでは参りませんでした。検討内

容の概要は本年２月に教授会で報告され、本広

報にも記載されています。なかなか議論が前に

進まない研究科ではありましたが、先生方には、

将来構想の検討の中で何かしないといけないと

いう危機感は芽生えたのではないかと思ってい

ます。教授会報告にもありますように、「情報デ

ザイン学専攻／コース」を中心としたコンピュ

ータサイエンスの再構築や教授選考準備委員会

の設置による高所大所よりの教育研究分野の検

討など、従来にない新しい動きも研究科の中に

出てきました。

これは耳に蛸ができるほど、言っておりますが、

今後10年で私を含めて30名の教授が退職されま

す。10年はあっという間に過ぎますので、中村

佳正新研究科長のリーダシップの下で、10年後

に花の開く情報学研究科を是非早急に作ってい

ただきたいと思っております。専攻を守る、先

人の築いた研究分野を守る、ことも確かに重要

かも知れませんが、情報学は数学や物理学など

とは異なって、まだ新しい学問であり、ダイナ

ミックな変容を遂げて行く必要があります。い

ずれにしても研究科の将来にとって人事が一番

重要でありますので、私の分野は准教授、助教、

学生すべて４月からいなくなるように致しまし

た。どのような研究分野を設定されるのか、今

後、外野席から楽しみに見ています。

1970年に国立大学に初めて情報の専門学科が

できました。京大、山梨大、阪大、電通大、北

大だったと思います。当時言われていたことが、

「情報工学根無し草」論です。坂井利之先生、亡

くなられた阪大の田中幸吉先生などからこれを

よく聞きました。それ以後、アルゴリズム理論

や計算量理論などに大いに進展があり、これら

が情報工学（コンピュータサイエンス）の核と

いっていいのかも知れません。では、「情報学」

のコア（核）とは何か、これを今後確立して、

そこに軸足をしっかりつけた上で、学際領域の

広がりを求めて他分野との交流が必要と思いま

す。

いずれにしましても、後に続く方々に非常に

気持ちのいい形でバトンタッチをできることを

大変嬉しく思っております。どうも長い間、あ

りがとうございました。
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大学院で「危機管理特論」

を担当していた当初から、

受講した大学院学生諸君に

「危機管理は人生の役に立

つ」と教えてきた。「どこ

に就職するのか」「どのよ

うな人と結婚するのか」

「親がガンになったとき、どこの病院に入院し、

どのような治療を受けるのか」などというよう

に、適用例は枚挙に暇がないほどである。これ

らの意思決定の良否は、時間差でやってくる。

意思決定した瞬間に決まるわけではない。そし

て、悪い結果になれば、まさに危機そのもので

ある。もちろん、日常的に直面する危機の対象

は、人間がらみの場合が圧倒的に多いから、意

思決定の後の対応も問題となることは言うまで

もない。結婚生活などはその最たるもので、自

分と相手とのインタラクティブな関係で結果が

付いてくるのである。「他人のせいにしてはいけ

ない」という格言がそうである。

ところで、京都大学の定年は63歳である。私

は3月生まれであるから、誕生日になった途端、

月末には辞めることになるわけである。どれく

らい前から定年を意識したかと問われれば、辞

める5年前の58歳の時だったと答えることができ

る。なぜ、そのようにはっきりと言えるかとい

えば、そのとき某大学の学長から「今、京都大

学を辞めて、私どもの大学に教授で来てほしい」

というお誘いがあったからである。定年を意識

せざるを得ないことが周囲から与えられたので

ある。そのとき「定年を前提にこれからの5年間

を過ごす」決心をした。途中で京都大学を辞職

することは一度も考えていなかった。

この決心が、いよいよ現実のものになったの

は、直後に防災研究所長に選任されてからであ

る。所長選考規定は最近改定され、再任可であ

るが、初めから一期しかやらないと決心した。

理由は二つある。一つは、教授が34人もいる京

都大学最大の防災研究所で二期も所長をやると

いうことは、よほど教授陣に人材がいないこと

になる。二つは、定年を迎える準備に2年はかか

ると考えたからである。実際に所長に就任し、

激職であることがわかった。3人の副所長が助け

ていただけるのであるが、仕事のオンパレード

である。教授室の机で10分も静かに仕事ができ

ないのである。それ以前には年間10回近く海外

に出張していたのに、在任中の2年間はゼロであ

る。

そこで、再任されないような工夫を考えた。

それは、所長が所外で頑張っていることを防災

研究所の教授陣にアピールしないことである。

「名所長」ということにならなければよいわけで

ある。災害情報ではリスクコミュニケーション

が重要であるが、適切な意思決定には情報の共

有化が必須であるという学識を逆手に取ったわ

けである。ここでも、危機管理の知識が役に立

った。防災研究所の教授会では、最低限必要な

報告しかやらないことにした。設置する委員会

の委員長には、忙しい教授から順にお願いした。

忙しい教授ほど仕事をてきぱきやり、しかも手

抜きしないのである。逆に対外的に活躍もせず、

研究成果も自己満足レベルに終わっている教授

ほど、委員長をお願いするともてあそんでしま

って、なかなか結論を得られないのである。

現在、大学構内では耐震補強が継続的に行わ

れている。これも私の「危機管理」の成果であ
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る。尾池前学長から「耐震補強を中心とした地

震防災対策委員会」の座長を依嘱された時には、

予算の裏付けは全くなかった。しかし、短期間

に作った「耐震化戦略」は委員各位の協力もあ

って、見事な出来栄えであった。問題は耐震化

の経費をどうするかである。そこで、一計を案

じた。NHK総合テレビのニュースで取り上げて

貰うことである。京大には記者クラブがあり、6

月の定例記者会見で耐震化戦略を発表すること

になっていた。しかし、ローカルな新聞とテレ

ビニュースに取り上げられるだけで、耐震化の

進捗に何の役にも立たない。むしろ、「何で大学

が先行するのだ。もっと危険な建物は一杯ある

ぞ」というような京都市民の声が聞こえてきそ

うで、逆の効果となってしまう恐れがあった。

確か、火曜日だったと記憶しているが、NHK

総合テレビのお昼の全国ニュースのトップで

「京都大学で全国で初めて耐震化戦略が採択され

た」ことと、同時に録画撮りされていた私のイ

ンタビュー内容も放送された。案の定、1時過ぎ

に文部科学省から「テレビを観たが、財源はど

うするのか」という反応があった。これを聞い

たとき、小躍りして喜んでしまった。これほど

うまくシナリオ通りに進むと思わなかったから

である。放送のことは、事前に大学執行部には

一切言わず、財務部長と施設環境部長には黙っ

ているようにお願いした。いざとなったら、私

が責任をとって委員長を辞めればよいのである。

辞めることに何のためらいもなかった。この件

は、NHK京都放送局が記者クラブに始末書を書

いて決着した。そして、5年間で600億円近い財

源投入が、京都大学の施設耐震化のために予算

化されることになった（すでに410億円が手当て

されている）。もちろん、昨年5月の四川大震災

で、学校施設6,900棟が全壊し、1万人に達する児

童が犠牲になったことも後押ししてくれた。

さて、情報学研究科にとって難関が待ち構え

ている。それは、桂キャンパス移転である。結

論から言えば、これをやってはいけない。第一

種住宅専用地域に移転することは間違っている。

そこには初めから「文化」がないからである。

文化の無い地域では、学術文化は花を咲かせる

ことはできない。ケンブリッジ大学、オックス

フォード大学、プリンストン大学、ハーバード

大学しかりである。大学の周辺に歴史のあるす

ばらしい市民社会が共存している。それに比べ

て、わが国では、筑波学園都市を筆頭に、東京、

大阪、京都、広島、福岡では周辺の田園地帯や

中山間地にキャンパスを移転した大学はすべて

といっていいくらい失敗している。学術文化は

一種の都市の文化であり、人が群れるところで

しか育たないことは、古今東西共通である。研

究環境がよいことを喜ぶのは、「その時の研究者」

だけである。そのような寂しい所に感性豊かな

若者が魅力を感ずるわけがないからである。

そもそも、組織の浮沈にかかわるような重大

な決定に際し、その時の総長や学部長らだけで

情報をもてあそぶ（本人たちはそうは思ってい

ないところが喜劇であるが）からそのようにな

るのである。なぜ、狭くてもよいから隣接地を

手に入れようとしないのか？私が京都大学を受

験した40年以上前は、吉田山周辺はガラガラで

あった。そのときに京都大学充実の100年単位の

長期計画を立てなかったところに問題がある。

ハード整備を重視しなかったつけが今来ている。

重高長大型の実験に代わり、インテリジェンス

実験を情報学研究科が推進するのは得意のはず

である。

そして必要なのは現地観測である。水理実験

はもとより、あらゆる実験には相似則の問題が

絡む。実験には現象の再現性に問題があるとい

うことである。だから、私が育った防災研究所

には世界でもっとも充実した観測施設がある。

時代の趨勢から無人化を進めなければならない

ことは承知している。しかし、研究者の育成に

速効性を望むことは間違っている。実際の自然

現象を理解せずして、災害のモデル化など、ま

して防災・減災対策を検討するなど、土台から
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おかしな話である。モデル化できるところから

研究するような安易なやり方は、虫食い研究と

いって、何時まで経っても学術文化にはつなが

らない。かつて一世を風靡したシステム工学が

その好例である。

大分横道にそれたので、本題に戻そう。定年

を迎えるに当たって、危機管理は役に立ったか

ということである。それは役に立ったという答

えである。私が代表者を務めた21世紀COEプロ

グラムが終わった年に、今度は世界トップ10の

プロジェクトの公募があった。そこで、旧COE

のメンバーらと協議して、「社会安全学国際研究

拠点」構想をまとめた。5年間で220億円を要す

る一大研究プロジェクトで、再生医科学研究所

のiPSと防災研究所の私のものが京都大学から提

出された。採択されても一つだという下馬評通

り、不採択となった。当時の担当の松本副学長

から「準備不足だったね」というやさしい言葉

をいただいた。この計画調書を書きあげるため

に、防災研究所をはじめ学内の多くの教員、職

員のお世話になった。不採択になって無性に腹

が立ったので、研究分担予定者に不採択の連絡

や協力いただいたお礼すら未だにやっていない。

申し訳ないと思っている。

ところが、この経験が今、役に立っているの

である。私が定年後勤務している関西大学では

2010年にJR高槻駅前に高槻新キャンパスを作り、

社会安全学部と社会安全研究科を開設すべく、

準備を着々と進めている。そして、学部長と研

究科長には私の就任が決まっている。この学部

名は予備校とマスメディア関係者からのヒアリ

ングの結果であって、奇しくも私が構想した拠

点名と同じである。私は国際版を計画したが、

関西大学では国内版を考えていたのである。そ

して、この構想の実現のために、関西大学は、

施設整備に240億円、5年間の活動維持費に120億

円を用意しているのである。しかも、グラウン

ドは高槻市民の災害時の避難場所となるから、

市から無償貸与されているのである。13階建て

の学舎に小学校から大学院まで入り、最終的に

は2,300余名の生徒・学生が学び、研究する空間

ができるのである。これは私にとっても大きな

挑戦である。

2010年の高槻新キャンパスの開設を前にして、

阪神・淡路大震災をきっかけとして危機管理を

学び、研究し、それが私のこれからの人生に花

を添えてくれていることに感謝している。
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平成10年4月情報学研究

科が創設され、爾来、11年

間、システム科学専攻の応

用情報学講座（協力講座）

を担当させていただいた。

大学院の教育・研究に直接

従事できたことに厚く感謝

している。退職記念パーティで、我が研究室出

身者の顔、顔を久しぶりに見たとき、教えると

いう楽しさがわかったような気がして、感激も

一入であった。全学的な事業であったKUINS

（京都大学統合情報通信システム）の企画・設

計・建設・管理・更新に携わった時、情報学研

究科の先生方から、ご指導やご協力をいただい

き、職務を全うできたと確信している。この紙

面をお借りして、情報学研究科に、心からお礼

を改めて申し上げたい。

KUINSにおいて、重要な目標のひとつにディ

ジタル化があった。自然から現れる量は殆どが

アナログである。気温や気圧や風速や風向や山

の高さなど自然はアナログ量である。また、音

声や電車の速度なども、アナログ量である。こ

れをディジタル量で表すと、取り扱いが簡単に

なり、処理や伝達が非常に便利になる。しかも、

数桁以上の数字で表せるようになると実質上精

確さが保たれる。いろいろな情報がディジタル

量で表されると、急速に発達してきたコンピュ

ータを駆使すれば、今までに、到底無理と考え

られた現象・問題が、近似的に解かれていき、

目覚ましい科学の進展をみた。誠に、ディジタ

ル化の功、大なると思う。

しかし、少しそれ以外のことも、この頃、感

じるようになってきた。偉大なる指揮者と有名

なオーケストラの演奏をCDで聴くとき、素晴ら

しい演奏であるという印象は持つのだが、もう

ひとつ感動を受けないことがある。それに対し

て、生の演奏を聴くと、少人数の演奏会でも、

身体がジーンとしてきて、感動を受け涙が出そ

うになることがよくある。

ディジタル化のときの近似による誤差の為な

のか。雑音のなさ、何度、聴いても音一つ変わ

りのない為なのか。音源からの空気の振れの違

いの為なのか。 違いの原因はよく分らないが、

違い自体はよくわかる。劇場での観劇、展覧会

での鑑賞、野球場や競技場での観戦とTVでの視

聴では臨場感の違いが明確に存在し、参加度へ

の違いとなっているように思えてきた。

このような違いを認識しておけば、それでい

いのであろうか。それとも、違いを埋めていく

べきなのか。大いに考えさせられるところであ

る。

2001. ４
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2009年４月１日付で通信

情報システム専攻 集積シ

ステム講座 情報回路方式

分野に着任致しました。早

稲田大学大学院理工学研究

科の修士課程を修了した

後、（株）日立製作所中央

研究所研究員、カリフォル

ニア大学バークレー校客員研究員、（株）ルネサ

ステクノロジ主任研究員として、主に企業の立

場から集積回路の設計技術の研究と開発に携わ

ってきました。2006年３月からは、東京工業大

学 統合研究院の特任教授として大学における教

育・研究の経験をつんだ後に、本学に参りまし

た。本学ならびに情報学研究科の教育・研究の

より一層の発展と、関連する産業界の発展に貢

献すべく、微力ではありますが精一杯尽力する

所存でおります。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

集積回路はいまや、情報、通信システムのゆ

るぎない基盤となっています。製造ルールの微

細化とそれに伴う性能向上により、情報、通信

機器の性能は文字通り指数的な進歩を遂げてき

ました。その結果、20年前のスーパーコンピュ

ーターにも匹敵する性能を有する情報機器を、

個人が日常的に使うようになってきています。

集積回路の性能向上によって、われわれの生活

は飛躍的に便利なものとなりました。新たなア

ルゴリズムの発展等と相まって、従来は到底不

可能であった高品質、実時間でのメディア配

信・視聴・記録やセキュアな通信が行われるよ

うになっています。今後も、集積回路のさらな

る性能向上が、産業の発展、医療の質の向上、

および快適な生活を支えていくと考えられます。

こうした幅広い応用での性能要求に応えるた

めに、集積回路の微細化が進められて来ました。

身近な例で言うと、野球場大の巨大な面積のキ

ャンバス（情報学広報 約16万7000ページ分）に

引いた線幅0.5ミリメートル、長さ２ミリメート

ルの線がおおむね、10ミリメートル角の集積回

路チップ内の１つのトランジスタのゲート電極

の寸法に相当します。トランジスタ間を結ぶ金

属配線は、ファウルラインの幅に30本以上も平

行に引くことができるばかりでなく、これを10

層以上も重ねて３次元的に接続できるようにな

っています。

現代の集積回路の設計は、広大な敷地に所望

の機能を効率よく実現するよう数億のトランジ

スタを配置し、またこれらトランジスタ間を有

機的に結線する作業として例えることができま

す。10年以内には実用化されるであろう22ナノ

メータの設計ルールでは、同じ線幅のペンを使

うことで換算すると、野球場４面分のキャンバ

スを使えることに相当します。極めて低い単価

となったトランジスタを自由に組み合わせて回

路を構成できることが、集積回路が様々な応用

に広く用いられる、多機能性の源泉となってい

ます。

私の専門である、集積回路の設計とその自動

化に関する研究とは、システムの性能を最大限

に引き出せる回路設計を、誤りなくまた効率的

に行う方法について研究する分野です。集積回

路の機能と性能向上、低消費電力化をもたらす

微細化を継続して実現するための物理設計技術

から、集積回路の高性能化を積極的に活用して

日々の生活をより便利なものとする通信情報シ

ステムを作るためのシステム・回路設計技術ま

でが、興味の中心にあります。先の例えで想像

頂けるように、集積回路の設計自身も、急速に

複雑化しています。現代の集積回路設計は、精

緻な部品を的確に組合せることで、極めて大規

模な構造を作り上げる作業となっています。加

えて、従来にない新しい機能を、これまでより
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も短い設計期間で、誤りなく作り上げることも

求められています。これは、ある種人間の能力

をこえた作業となっており、計算機の支援なく

しては完遂出来ない作業となっています。微細

化によるトランジスタ数の増加をシステム性能

の向上に結びつけるためには、設計の高品質な

自動化が不可欠となっています。

通信情報システムの基盤たる集積回路におい

て、その設計に関する課題を解決することは、

その分野にとどまらず、集積回路が応用される

システム全体に対する広い貢献となります。今

後、集積回路は、飽くなき性能向上を突き進む

ハイエンド化と、システムでの必要性に応じた

専用化、および製造後にも機能を追加変更出来

るコモディティ化等に幅広く分化していくと予

想しています。目的により異なる構成を持つ集

積回路の最適な自動設計のためには、システム

設計から物理的設計までの一貫性が重要となっ

てきています。集積度の向上により、本分野は

従来にも増して多くの学術分野が融合する接点

となり、新しい分野を応用を考えながら学び、

また切り開く機会に恵まれた、活力のある分野

となっています。また、その指数関数的な成長

速度をも越える、パラダイムシフトが期待でき

る分野でもあります。地に足のついた実用的な

研究を推進するとともに、大学らしい自由な発

想に基づいて、これまで存在し得なかった画期

的な絵を、広大なキャンバスに描いて行きたい

と考えています。

［平成20年12月１日付着任］

数理工学専攻

応用数学講座

数理解析分野

助教　上岡　修平

平成20年11月に数理工学専攻の博士後期課程

を修了し、同年12月に助教に着任致しました。

専門は数理物理の一分野である可積分系です。

離散力学系、特に離散可積分系の持つ可解性・

対称性などの数理構造を、グラフやヤング盤な

どの離散数学の道具を武器に解明することを主

題に研究を進めております。京都大学の工学部

情報学科に入学したのは10年前、それ以来学生

として、または駆け出しの研究者として、様々

な先生方から多くのことを教わって参りました。

これからは教員として、研究のみならず、後輩

学生への教育にも全力を尽くしていく思いです。

宜しくお願い致します。

［平成21年１月１日付着任］

通信情報システム専攻

コンピュータ工学講座

論理回路分野

助教　玉置　卓

2006年3月に通信情報システム専攻を修了し、

情報学研究科特任助教等を経て2009年1月より通

信情報システム専攻論理回路分野(岩間・伊藤研

究室)に着任いたしました。離散アルゴリズムと

計算の理論について研究しており、特に計算困

難といわれる問題の数学的性質を明らかにする

ことを目指しております。京都大学には学生時

代を含めて約12年在籍していますが、この非常

に恵まれた環境で研究を続けられる幸運を感謝

しております。今後は微力ながら本学の研究・

教育の発展に貢献できるよう日々努力していく

所存ですのでなにとぞよろしくお願いいたしま

す。
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［平成21年2月１日付着任］

知能情報学専攻

知能メディア講座

言語メディア分野

助教　柴田　知秀

2007年に東京大学大学院情報理工学系研究科

を修了し、京都大学大学院情報学研究科知能情

報学専攻黒橋研究室での特任助教を経て、2009

年2月に同助教として着任いたしました。専門は、

計算機に自然言語を解析させる自然言語処理と

いう分野で、特に、言語処理の基礎解析と情報

検索への応用についての研究を進めております。

情報学研究科の恵まれた環境の中で、本研究科

の発展に少しでも貢献できますよう、研究・教

育に全力で取り組む所存ですので、ご指導ご鞭

撻のほどよろしくお願いいたします。

［平成21年4月１日付着任］

社会情報学専攻

生物圏情報学講座

生物資源情報学分野

助教　三田村啓理

社会情報学専攻生物資源情報学分野の助教に着任い

たしました。これまで情報通信技術（バイオロギン

グやバイオテレメトリー）を駆使して、水圏動物、

特に魚類の行動を明らかにしようと取り組んできま

した。この研究活動は動物に直接接するフィールド

ワークが中心であり、これまで極寒の極域から灼熱

の熱帯まで様々なフィールドで研究をおこなってき

ました。これからは多様な研究分野からなる情報学

研究科という環境を活かして新たな研究活動に励

み、情報学の一層の発展に貢献していきたいと思い

ます。また自ら考えて行動できる研究環境を学生に

提供できるよう尽力していきたいと思います。

［平成21年4月１日付着任］

システム科学専攻

システム情報論講座

論理生命学分野

助教　前田新一

平成21年度4月より論理生命学分野の助教に着

任いたしました前田と申します。当研究室にお

いては、生命や知性のシステムの数理モデル的

理解を目指し、生命科学、情報科学の融合によ

る様々な視点からの学際的な研究が行われてい

ます。 特に、私は、脳の情報処理に興味を持っ

ており、その計算原理に情報科学の立場から少

しでも迫ることができればと考えております。

自分自身、興味をもって研究に取り組んでいま

すが、その研究の面白さを学生にも伝わるよう

な指導ができればと思っております。至らぬと

ころもあるかと思いますが、ご指導ご鞭撻のほ

ど、よろしくお願い申し上げます。
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情報学研究科は、1998年４月に独立研究科と

して創設され、2008年に創立十周年を迎えた。

これを記念して、情報学研究科創立十周年記念

行事が、去る2008年11月22日に芝蘭会館におい

て挙行された。行事は、記念講演会、記念式典、

記念祝賀会の３部構成であった。

13時から芝蘭会館稲盛ホールにおいて開始さ

れた記念講演会では、富田研究科長（以下、肩

書はいずれも当時のもの）の挨拶の後、まず喜

連川優先生（東京大学生産技術研究所教授）か

ら「情報学：情報爆発時代における価値の源泉」

と題してご講演いただいた。ご専門のデータ工

学の立場から、WWWのハイパーリンク構造に

注目して情報学研究科のWWWページが創立時

点から現在に至るまでにいかに「認知度」を高

めていったかが紹介されるとともに、先生が領

域代表を務める科学研究費補助金特定領域研究

「情報爆発時代に向けた新しいIT基盤技術の研

究」の具体的な活動内容とも絡めて、組織外部

からの視点で、キーワードとしての「情報学」

の先見性や、本研究科のこれまでの活動、なら

びに将来への期待が述べられた。

続いては、三村昌泰先生（明治大学先端数理

科学インスティテュート所長・理工学部教授）

による「諸科学と数学の融合を求めて」と題し

てのご講演であった。本学OBでもいらっしゃる

三村先生は、多様な現象への数理的アプローチ

による研究を展開されてきており、近年ではそ

うした活動をさらに発展させて「現象数理学」

を標榜されている。講演では、まさにこのよう

な「現象数理学」の重要性と展望とが議論され

るとともに、諸科学と数学とをつなぐ人材が現

状では十分でなく、そのための人材育成の必要

性が強調された。思えば、情報学の多くの領域

においても情報に関わる諸現象の数理的な理解

が重要であり、その点では同様の問題が情報学

にも存在するであろう。明治大学では、三村先

生を拠点リーダーとするグローバルCOEプログ

ラム「現象数理学の形成と発展」が採択されて、

上述の人材育成に組織的に取り組み始めており、

当該プログラムの概略も併せて紹介された。

休憩をはさんで、記念講演会の後半は「情報

学のひろがり」と題した特別セッションが行わ

れた。この特別セッションがプログラムに含ま

れることになった経緯について、ここで少し記

しておきたい。私が十周年記念行事の担当ヘッ

ドを富田研究科長から仰せつかった際に、次の

10年につながるような企画を何か考えよ、とい

う要望が併せて提示された。これは難題である。

研究科執行部の先生方からも助言をいただき、

まずは「若手セッション」といった感じの企画

を盛り込むという方向性が定まった。次は詳細

設計である。セッションの主題をどう設定する

かであれこれ悩み、結局「研究科の創立時には

実体のはっきりしなかった『情報学』という学

問領域が、10年のあいだにどのようにひろがり、

現在の時点でどのような『かたち』をとるに至

ったか、そして、さらに今後どうひろがってい

くか」といったことを主題に据えることとし、

特別セッションの題名を「『情報学のひろがり』

を主題として」とした。

講演者の選定にも頭を悩ませた。上記のよう

な主題で研究科の構成員に向かって講演をせよ

と言われたら、どなたであれ荷が重いものであ

ろう。まして30代前半あたりの若手の先生には

お願いしにくい。困り果てていたところへ、ふ

たたび研究科執行部の先生方から、講演一件あ

たり10分程度と短くして、全部で４件ほどとし

たらどうか、という助言をいただいた。なるほ

ど、これは妙案である。こうして、個々のご講
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演を、講演者の実際の研究活動を通じての「情

報学のひろがり」に関する事例報告として位置

づけ、それらを材料として、会場全体で情報学

の「今」と「これから」を考える、というセッ

ションの形が固まった。実際の講演者を決める

にあたって、各専攻からご推薦いただく、とい

うやり方も考えたが、講演が６件となるとどう

しても時間が足りない。そこで、執行部の先生

方に何名かご推薦いただいたものも参考にしつ

つ、話題が偏らないように配慮して最終的には

私の独断で決めさせていただいた。

最初の講演は黒橋先生の「自然言語処理」で、

高性能なコンピュータと膨大な言語データとが

利用可能になってきたことを背景として、言語

データからの知識の獲得と活用とにより、高度

な言語情報処理システムが実現できるようにな

ってきたことが解説された。事例として文脈の

理解にもとづく機械翻訳や、検索キーの意味の

理解にもとづいた検索システムなどが紹介され

た。

次は石井先生の「不確実環境に適合する知的

生命体の戦略」と題する講演であった。脳科学

ならびに生物学において、実験事実にもとづく

数理モデルの構築と、数理モデルにもとづく生

物機能の理解との「両輪」によって生物機能の

情報学的な理解を目指すアプローチが解説され、

コンピュータゲーム「ハーツ」をプレイするコ

ンピュータや、人間が3D迷路を解く過程の分析

などの事例が紹介された。

三番目は荒井先生の「ウミガメ、オオナマズ、

ジュゴンを追いかける」と題する講演で、バン

コクを拠点として、バイオテレメトリ技術を活

用してウミガメ、オオナマズ、ジュゴンの生態

を調査する研究について解説された。フィール

ド研究ならではの現場の様子が、ビデオを使っ

て印象的に紹介された。

最後は木上先生の「居ながらにして世界を知

る??」で、空間内の一点からの拡散による密度

の減少の様子から、その空間の次元についての

情報を知ることができる、という話題から、最

後には数学と情報学との間の関係についての議

論がなされた。

４件の講演のあとに、全体を通しての質疑、

討論が行われた。この折に会場からのご指摘が

あったように、全体として「産学」の視点が弱

かったのは大きな反省点として挙げられよう。

また、当初の趣旨がどの程度達成できたかはわ

からない。しかしながら、後に何名かの先生に

伺った限りでは、本企画は概ね好評だったよう

である。

第二部は記念式典であり、吉田副研究科長の

司会進行のもとで、富田研究科長の式辞、松本

京都大学総長からのご挨拶に続いて、長尾眞先

生（国立国会図書館長、本学元総長ならびに名

誉教授）、徳永保様（文部科学省高等教育局長）

（代読：徳岡公人様（高等教育局専門教育課課長

補佐））、大竹伸一様（NTT西日本社長）が祝辞

を述べられた。それぞれのお立場から、情報学

研究科の今後のより一層の発展に期待を寄せる

お言葉をいただいた。

なお、記念講演会ならびに記念式典と並行し

て、情報学研究科同窓会のブースが芝蘭会館２

階ホールロビーの一角に設置され、研究科の活

動の一端を広くご紹介いただくという趣旨のも

とで研究科教員の著書の展示をおこなっていた

だくとともに、同窓会名称に関する投票、同窓

会会報の配布などが実施された。

第三部の記念祝賀会は、芝蘭会館の山内ホー

ルに場所を移して行われた。中村副研究科長が

司会を務め、池田克夫先生（京都大学名誉教授）、

西尾章治郎先生（大阪大学理事、同副学長）、金

出武雄先生（カーネギーメロン大学ロボティク

ス研究所教授）からそれぞれご挨拶をいただい

た後に、茨木俊秀先生（京都大学名誉教授、関

西学院大学理工学部教授）のご発声で乾杯、そ

の後はしばし酒食を囲んでの歓談のひとときを

過ごした。途中、研究科の修了生のスピーチ、

研究科同窓会長である永原正章先生のご挨拶な

どもあり、盛会のもとに記念行事を終えること

ができた。

なお、研究科ホームページにも、十周年記念

行事についての記事が掲載されている。
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１．拠点形成の目的

本拠点形成の目的は、「知識循環社会」を支え

る情報科学技術の研究を通じて当該分野の人材

育成を行う国際的な教育研究拠点を形成するこ

とである。「知識循環する社会を拓く情報科学技

術」の教育研究に目標を絞って、多領域の融合

により生まれた京都大学情報学研究科を中心に、

新たな学問分野の開拓を目指す。

２．拠点形成計画及び進捗状況の概要

知識循環を促進するための核となる情報科学

技術で重要なものは、知識伝達のためのヒュー

マンインターフェイス、信頼性の高い知識の探

索、実フィールドにおける知識共有を基盤とす

るコラボレーション、および、これらを高速高

信頼で支える計算基盤であるととらえ、これら

の教育研究を、（１）原初知識モデル、（２）フ

ィールド情報学、（３）知識サーチ、（４）知識

グリッドコンピューティングという四層構造の

教育研究コア組織のもとで推進する。各教育研

究コアは、類似分野の研究者を結集したもので

はなく、各々、（１）情報学・脳科学・生命科学、

（２）情報学・実社会フィールド、（３）情報

学・管理科学・知財学、（４）アルゴリズム理

論・高速計算基盤の分野連携に基づくものであ

る。

原初知識モデルコアは、コミュニケーション

における知識モデルを探求し、一層の人間理解

にもとづくヒューマンインターフェイスや知識

創成について教育研究を行う。フィールド情報

学コアは、フィールドとのコラボレーションに

基づく社会情報システム構築の方法論の確立を

目指して教育研究を推進する。知識サーチコア

は、種々の情報資源から信頼出来る知識を探索

（サーチ）する新しいサーチ技術と、これに関連

する社会制度・ビジネスモデルの教育研究を推

進する。知識グリッドコンピューティングコア

では、これらを支えるための高速高信頼な計算

サービス基盤の構築に関する教育研究を推進す

る。これらのコアを相互連携させる形で、「知識

循環を促す情報科学技術」に関する世界最高水

準の国際教育研究拠点の形成を目指す。

人材育成に関する主なプログラムは以下の通

りである。

①　若手リーダーシップ養成プログラム

若手研究者や博士学生を主な対象として、

研究プロジェクト・ワークショップ開催な

どを競争的に提案させ、事業推進担当者や

アドバイザのもとで遂行させることにより、
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リーダーシップと国際的な人的ネットワー

クを有する人材の育成を図る。

②　コミュニケーションスキル向上セミナ

コミュニケーション能力の向上を目的とし

て、若手研究者や博士学生を主な対象にし

て、日英両国語によるプレゼンテーション

や交渉の訓練やカリキュラム開発を、連携

実績のある企業等と協力して行う。

③　複数アドバイザ制度

指導教員以外の学内外の教員・研究者やフ

ィールドの専門家などに博士学生のアドバ

イザとして研究指導を依頼し、研究評価を

多面的に行える人材の育成を行う。

④　海外拠点の充実と博士留学生経済支援プロ

グラム

欧米やアジアの海外拠点・国際共同研究先

を通じて人的交流・人材育成を推進すると

もに、若手研究者・博士学生の派遣、海外

からのポスドクの招聘・研修学生受入、外

国人博士学生の経済支援等を行うほか、日

本人博士学生の経済的支援をRA任用等によ

って行う。

⑤　分野融合型コアセミナ

本GCOEで設置した各コア自身が複数分野が

融合したものであるため、各コアで大学院

生や若手研究者を対象とした分野融合型セ

ミナ・ワークショップを実施する。

３．当初目的に対する進捗状況

四層構造の教育研究コア組織のもとで拠点形

成を推進し、計画通り着実に進展している。情

報学における新しい学問領域の開拓については、

米国大学の情報スクールとの連携、情報の信頼

性に関する新しい研究分野の開拓と国際的な情

報発信（知識サーチ）、新たな学問領域であるフ

ィールド情報学の教科書刊行（共立出版、平成

21年３月）などを行った。人材育成プログラム

の推進では、本GOEによる講義９科目や複数ア

ドバイザ制度の情報学研究科教育カリキュラム

への系統的な組み込み、GCOE雇用若手教員の教

育への参画、戦略的コミュニケーションセミナ

（英語、日本語）の実施、GCOEコアセミナの実

施とセミナ講演アーカイブの作成、若手リーダ

ーシップ養成プログラム（「海外武者修行プログ

ラム」含む）による博士学生や若手研究者への

研究費支給、研究科留学生特別配置プログラム

との連携による留学生博士学生の獲得など、多

様な人材育成プログラムを実施し効果をあげて

いる。結果として、博士後期課程充足率（平成

19年度：参加５専攻で38名、充足率70.4%、平成

20年度：48名、充足率88.9%）、学生の論文数、

受賞・表彰数、研究費獲得数（IPA未踏採択等）、

学振研究員採択状況等に大きな改善が見られる。

４．運営マネジメント体制

京都大学GCOEプログラム推進委員会、および、

情報学研究科との緊密な連携のもとで、拠点リ

ーダ、サブリーダ、コアリーダが運営マネジメ

ントを行っている。これまで、京都大学GCOEプ

ログラム推進委員会との連携による教員制度改

革や博士学生経済支援（RA単価改定）の実現、

研究科の教育カリキュラム改定、GCOEと一体化

した博士留学生特別配置プログラム（平成19年

度採択）策定実施などを行ってきており、拠点

として十分に機能している。また、若手キャリ

アパス確保のための全学情報教育プログラム

（平成21年度採択）の策定や、情報学の教育研究

に関わる研究科将来構想検討委員会にも参画し

ている。

本GCOEプログラムの推進に必要となる研究費獲

得も順調に行われている。また、研究科産学連

携推進組織であるICT連携推進ネットワークと連

携し、養成人材のアピール（研究科イベントで

ある「京都大学ICTイノベーション」）や、「連携

推進SNS」と名付けたコミュニティサイト構築

も含めた産学マッチング活動を行い、成果をあ

げている。
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５．国際競争力のある大学づくりに資するため

の取組み

情報学の新たな学問領域や研究領域を開拓し、

それに対応する国際会議やワークショップを設

置している。例えば、本GCOEから生まれた国際

会議・ワークショップとして、C5国際会議、情

報信憑性に関する国際ワークショップ（WICOW）

（ACM CIKM、WWW2009等で採択）、異文化コ

ラボレーションに関する国際ワークショップ

（ACM IWIC）（2007 Kyoto、2009 Stanford大学）

等がある。

海外教育研究拠点として、従来から実績を有

するタイ拠点、中国科学院などでの共同研究を

推進するとともに、本GCOEでは、新たに、米

UC Berkeley iSchool、豪La Trobe大学、クロア

チアZagreb大学、中国清華大学Key Laboratory

(2009年締結予定）との組織間研究連携協定

（MOU）の締結を進め、教員、若手研究者、博

士学生の組織的な派遣や招聘などを通じて国際

的な研究拠点のネットワーク（「国際COEハブ」）

作りを推進している。中国科学院（北京）、およ

び、香港城市大学とは博士課程学生の育成を主

眼とした三拠点の交流が定期的に行われており、

国際学術雑誌特集号の発刊やポスドク研究員、

博士留学生の受入といった継続性のある拠点形

成を行っている。

６．人材育成の取組み

拠点形成計画を通して重視しているのが、学

生の自立した研究を支援するという考え方であ

る。この方針に基づき、約２倍の競争率の競争

的研究費である「若手リーダーシップ養成プロ

グラム」を毎年実施している。学生の研究実績

や研究計画を公平に審査し、採択者には自らの

判断で予算執行できる最高額150万円の研究費を

与えている。このプログラムは、京都大学の学

生気質に合うのか、教授陣から「学生が言うこ

とを聞かなくなって困る」という冗談交じりの

苦情が出るほど、自立支援に役立っている。し

かし、単に研究費を与えて自由にさせているの

ではない。採択者には、研究計画の進捗につい

て事業推進担当者達による中間審査会、最終審

査会を行い、進捗状況の評価や今後の方向性に

ついて、個別アドバイスを与えている。また、

情報学研究科主催、本グローバルCOE共催の産

学連携行事である「ICTイノベーション」（毎年

２月、写真）では採択者のための発表ブースを

用意して、企業関係者や他大学研究者への自身

の研究を説明させ、外部との共同研究のきっか

けとしている。

平成20年度採択者（合計20名、学年は平成20

年度）の一部、および、博士課程等若手研究者

の流動性を示す資料として、平成19-20年度に本

拠点で支援を受けた博士課程学生のうち、修了

後、他大学等の職を得る等の活躍をしている方

の一部を紹介する。

同様な施策は前身の21世紀COEプログラム

（平成14-18年度）でも実施しているが、学位取得

後、順調に大学教員のポストを獲得し、研究の

第一線で活躍している者が多い。本拠点でも、

将来にわたって継続して研究人材等の創出が見

込まれる。

自立した研究を支援することで優れた研究人

材を育成するという計画は順調に実施されてい

る。質的に高いだけでなく、量的な面でも高い

人材育成機能を達成することが課題である。平

成21年度は特別配置だけでなく、通常入試の博

士課程募集要項も英文化し、事業推進担当者が

中国・東南アジアの拠点大学に出向いて「情報

学セミナ」を開催して優秀な留学生を発掘する

とともに、学内では、修士課程博士一貫教育プ

ログラムを実施して、博士課程教育の量的な充

実をはかる予定である。

７．教育プログラム

本拠点では、事業推進担当者が研究科長、副

研究科長、教務委員長、教育制度委員等を務め

る等、情報学研究科の教育に深く関わっており、
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拠点形成を通じた研究科の教育改革が精力的に

推進されている。以下では、平成19-20年度に導

入・実施された体系的な教育プログラムの概略

を述べる。

［１］実践的科目・コミュニケーション科目の開

設と実施

研究科創設時より、理論系にやや偏ったカリ

キュラム編成が行われてきたが、博士課程修了

生のキャリアパスの複線化のため、高度専門的

職業人の養成が教育改革の具体的な課題となっ

ていた。また、博士課程学生の英語と日本語の

プレゼンテーションやディベートで必要とされ

るコミュニケーション力を養成することも要請

されていた。一方、本拠点では、特定教員とし

て雇用しているポスドクが今後、大学教員の職

に就くためには研究成果だけではなく、教育力

をつけることが望ましいと考えた。そこで、事
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所属・学年

数理工学・

D3

知 能 情 報

学・D1

社 会 情 報

学・D1

社 会 情 報

学・D1

所属

知能情報学

数理工学

社会情報学

通信情報

社会情報学

研究課題

特異値分解と言語解析による

プッシュ型メディアの開発に

向けて

自己生成音と残響下における

ロボットによるユーザ発話認

識

ソーシャルブックマークを利

用したWebコンテンツの効果

的な検索

自律的な知識による知識の蓄

積・活用支援

学位論文題目

顕現性に基づく談話文脈のモ

デル化

Studies on Global

Optimization Approach for

General Variational Inequality

Problems

海洋保護区評価のための生物

情報の取得と解析─アンダマ

ン海に生息するアオウミガメ

における事例研究─

充足可能性問題の計算複雑さ

について

検索目的に応じたスニペット

の生成・拡張によるウェブ検

索結果の最適化に関する研究

在学中の研究実績

数値計算の研究に従事し、Parallel Computing誌及び12編の国

際会議論文を発表。ALGORITMY2009において招待セッショ

ン講演を行った。６件の特許出願、うち３件は米国ほかへの国

際特許PCT出願である。また在学中にインターネット事業関

連のモバセンス（株）を設立し代表取締役として経営にあたっ

ている。

セミブラインド音源分離に従事。トップカンファレンスである

IROSにおいて、Best Paper Awardの最終候補者（946件中４

件）に選ばれた。また、セミブラインド音源分離を応用した音

楽ロボット研究が、IROS Awards for Entertainment Robots

and Systems の最終候補者（649件中４件）に２件採択。

ソーシャルブックマークとWebサーチの研究で、難関国際会

議JCDL2007やICWE 2007に論文採択され、スタンフォード大

学のグループをはじめ国際的に注目を受けた（被引用数38件）。

JCDL2007の論文は、投稿119件中採択43件、優秀論文５件以内

に入り, Vannevar Bush Best Paper Awardにノミネート。

個人情報管理と拡張ソーシャルブックマークの研究で、国際会

議ICUIMC2009（韓国）で発表した論文が学術論文誌に推薦を

受け投稿中。米国UC BerkeleyのiSchoolでの共同研究にも参画。

元Web情報サービス企業勤務。

就職先

名古屋工業大学 つくり領域・助教

National University of Mongolia, Senior Lecture

近畿大学 水産研究所・グローバルCOE特別研究員

東海大学 理学部情報数理学科・ポスドク研究員

楽天株式会社 楽天技術研究所

シニアサイエンティスト



業推進担当者のもとで特定教員が研修を受けな

がら実際に教壇に立つという進め方の実践的教

育科目・コミュニケーション科目を複数開設し

た。このうち、「戦略的コミュニケーションセミ

ナ」英語はベルリッツ・ジャパン（株）、同日本

語は（財）NHK放送研修センターと共同開発し

た教材を使用している。また、「フィールド情報

学」は、平成21年度は、研究科共通の選択必修

科目として開講されている。

［２］研究科共通教育科目の導入

修士課程では、従来、選択必修の概論科目を

除けば、専攻開設科目の中から16～18単位の授

業科目を履修して修了要件としていた。しかし、

専攻科目の過度の細分化、専門化により、学生

が情報学の広がりを理解することが困難となっ

ていた。そこで、本拠点では、カリキュラムに

新たに研究科共通専門科目のカテゴリを設け、

事業推進担当者が互いに協力していくつかの科

目を担当している。このうち「シミュレーショ

ン科学」についてはグローバルCOE特定教員や

RAを補助教員として実施するスーパーコンピュ

ータ演習等実践的要素を含んだ科目である。

［３］複数アドバイザ制度の実施

学位論文の準備段階にあたる研究指導科目は、

博士課程と修士課程における教育の根幹をなす

ものである。学位論文提出後の論文調査委員と

は別に、一人の学生に対して複数の教員がアド

バイザとして多角的な視点から助言を与える

「複数アドバイザ制」が本拠点のいくつかの専攻

で実施されている。以下にその一部を記載する。

このうち、「社会情報学特別セミナー」「社会情

報学特殊研究」は、企業を含む学外研究者をア

ドバイザとして任用している。「知能情報学特殊

研究」は、連携ユニットとして同専攻の教育に

参加いただいている企業研究所（けいはんな研

究所群）へのインターンシップ実習を含む研究

指導科目である。事業推進担当者は研究指導科

目の科目責任者として成績評価を行っている。

［４］履修モデルの導入

修士課程の修了に必要な授業科目の単位数は、

専攻によって異なるが、30単位から研究指導科

2001. ４

23

科目名 単位数 対象 事業推進担当者

実践的教育科目 プロジェクトマネージメント演習 ２ 博士課程 松山隆司

実世界インタラクションの計測分析法 ２ 博士課程 西田豊明

フィールド情報学 ２ 修士課程 石田、荒井、喜多、片井

信号処理セミナー ２ 博士・修士課程 奥乃　博

コミュニケーシ 戦略的コミュニケーションセミナ（英語） ２ 博士・修士課程 石田　亨

ョン科目 戦略的コミュニケーションセミナ（日本語） ２ 博士・修士課程 石田　亨

科目名 単位数 対象 事業推進担当者

シミュレーション科学 ２ 修士課程 中村佳正、中島浩、永持 仁

計算科学特論 ２ 修士課程 中島 浩、中村佳正

メディア情報処理 ２ 修士課程 美濃導彦、喜多 一

情報と知財 ２ 修士課程 田中克己、（宮脇正晴、谷川英和）

イノベーションマネジメント基礎 ２ 修士課程 原　良憲、田中克己

科目名 単位数 対象 事業推進担当者

社会情報学特別セミナー ２ 博士課程 田中克己、石田亨、吉川正俊、喜多一

社会情報学特殊研究 10 修士課程 田中克己、石田亨、吉川正俊、喜多一、荒井修亮

知能情報学特別セミナー ４ 博士課程 西田豊明、松山隆司、奥乃博、小林茂夫、黒橋禎夫、

美濃導彦

知能情報学特殊研究 12 修士課程 西田豊明、松山隆司、奥乃博、小林茂夫、黒橋禎夫、

美濃導彦



目の単位数を除いた18～20単位である。この部

分は、選択必修の専攻開設科目と概論科目（２

単位程度）が中心であるが、それ以外にも、８

単位の自由選択科目枠も含まれていた。従来、

学生は自らの考えで科目選択していたが、学生

によっては、選択必修科目に近い内容の他専攻

開設科目を自由選択科目として履修したり、内

容的にもバラバラな科目を履修していた。また、

情報学研究科「教育に関するアンケート」（平成

20年12月実施）では、選択必修科目については

履修指導に沿って体系的な学習をしている傾向

は見られた。そこで、事業推進担当者が中心と

なった平成20年度教務委員会では、平成22年度

からは本拠点に参加している４専攻の研究指導

科目を数字上は８単位に減らすとともに、修了

に必要な授業科目単位数を22単位に増やして、

自由選択科目枠を10単位確保し、ここに副専攻

的な履修モデルを設定して、学生の体系化・系

統化された履修を助けることとした。以下は平

成21年８月に実施する大学院入試の募集要項に
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履修モデル 事業推進担当者

ロボティクス
奥乃博、松山隆司、美濃導

彦、西田豊明、（乾敏郎）

バイオインフォ 小林茂夫、松山隆司、

マティクス 荒井修亮、（後藤修）

情報マネジメント
田中克己、吉川正俊、黒橋

禎夫、美濃導彦、原良憲

コンピュテーション
中村佳正、中島浩、岩間一

雄、福嶋雅夫、

システム数理科学
福嶋雅夫、永持仁、（太田快

人、杉江俊治）

ソフトウェア科学
岩間一雄、永持仁、（湯淺太

一、山本章博）

通信ネットワーク
吉川正俊、（酒井英彦、高橋

豊）



掲載する平成22年度履修モデルである。本拠点

の事業推進担当者はほとんどの履修モデルで中

心的な役割を担っている。括弧内は本拠点の研

究協力者である。

８．人材育成活動実績

［１］若手リーダーシップ養成プログラム（対

象：博士後期課程学生、GCOE教員）

研究プロジェクトを公募し、採択者への支給

研究費は１件あたり100万円～150万円程度、各

年度、支給総額約2000万円（平成19年度：応募

23件中16件採択、平成20年度：応募40件中19件

採択）。採択者の多くは、本経費で海外拠点での

共同研究推進、主要国際会議での論文発表、海

外主要研究機関訪問による研究発表（海外道場

破り）等を行い、成果をあげた。

［２］戦略的コミュニケーションスキル向上セミ

ナ（対象：博士後期課程学生、修士学生、

GCOE教員）

日本語コースは（財）NHK放送研修センター

のエグゼクティブ・アナウンサによる講義や、

学会発表や質疑応答の場面を想定した実習を集

中講義形式で実施（平成19年度：５日間２クラ

ス受講者15名、平成20年度：５日間２クラス受

講者27名）。英語コースは、ベルリッツ・ジャパ

ン（株）と共同で、海外生活や国際会議で必要

なコミュニケーションスキルの向上を目指した

セミナを集中講義形式で実施（平成19年度：９

日間１クラス受講者11名、平成20年度：９日間

２クラス受講者38名）。受講生のGTEC（実践的

英語能力測定テスト）のスコアの平均がセミナ

実施前後で578.4から615.3へと36.9点上昇し、ト

ータルスコアで受講者３名が海外赴任に必要な

英語力のレベルを超えた（平成19年度）。

［３］複数アドバイザ制度（対象：社会情報学専

攻の全ての博士後期課程学生及び修士学

生）

学生には、年に二度のアドバイザ報告や研究

指導を受けることを義務づけて実施し、経費は

学生旅費やアドバイザ旅費に充当（平成19年

度：博士学生43名、学内アドバイザ57名、学外

アドバイザ16名、平成20年度：博士学生41名、

学内アドバイザ43名、学外アドバイザ10名、海

外アドバイザ１名）。博士学生は、自身の研究に

ついて多面的な視点からの評価や研究アドバイ

スを受けることができ、自らの研究やその評価

を多面的な視点から行える人材の育成に寄与。

［４］海外拠点の整備充実

海外拠点とのMOU締結や中国・タイ等のアジ

ア拠点整備にもとづき、これら海外拠点との間

で人的交流・人材育成を推進し、以下のような

若手研究者・博士後期課程学生の派遣や受け入

れを行った。

［５］博士学生経済支援プログラム（対象：研究

科博士後期課程留学生）

博士留学生特別配置プログラムを実施し、平

成20年度は出願者10名で採択者７名、21年度は

出願者11名で推薦者８名を選考した。出願者の

国籍にも多様性が実現され、情報学研究科の博

士後期課程の充足と国際化に大きく貢献。さら

に、博士学生のRA雇用に関する京都大学の制度

改正を強く求めた結果、平成20年度より、能力

に応じて、時間単価が1400円（従来）から1400

円～3900円にできるよう改正されるに至った。

本GCOE経費によるRA雇用者数は平成19年度33

名（21,370千円）、平成20年度45名（36,114千円、

内７名は博士留学生特別配置プログラム採択者）

にのぼり、博士学生の経済支援を推進。

［６］教育研究コアでの分野融合型セミナ

本GCOEの各コアが複数の分野が融合したもの

であるため、各コアで大学院生や若手研究者を

対象とした分野融合型セミナ等を実施。これに

より、既存の分野にとらわれない多面的な視点

からの研究を行うことができる人材の育成や、

若手研究者・大学院生の本GCOEの目的への理解

を深めることができた。
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［７］本グローバルCOEプログラムによる教育プ

ログラムとGCOE教員の教育参画

本GCOE講義９科目の新設、複数アドバイザ制

のカリキュラムへの組み込みを行い、多くの

GCOE特定教員・特定研究員が研究科等の講義を

担当した。（中村：「情報システム設計論II」、木

村/高橋：「シミュレーション科学」、高橋：

「信号処理セミナー」、辻：「フィールド情報学」

「戦略的コミュニケーションセミナ」、奥山：農

学部「生物圏情報学」、延原：「プロジェクトマ

ネージメント演習」（21年度））。

９．研究活動

［国際的な研究活動］

原初知識モデル研究では、ロボット聴覚研究

に関連して、国際会議最優秀賞ファイナリスト

に選ばれるなど国際的に高い評価を受けるとと

もに、三話者同時発話認識をほぼ実時間で行う

ことができる音環境理解システムロボット聴覚

ソフトウェアHARKのオープンソース化を行い、

韓国でチュートリアルを行うなど国際的な情報

発信を行った。

フィールド情報学研究では、多言語拠点「言

語グリッド」の国際的な連携研究推進（12カ国

80グループが参画）、バイオロギングとその絶滅

危惧種の生態調査の国際的な連携研究推進（タ

イ国各機関との連携やシンポジウム開催による

情報発信）、世界的デザインファームとして著名

なIDEOに多数の卒業生を送り込む英国王立芸術

学院と連携したインクルーシブデザイン研究の

推進等がある。

知識サーチ研究では、世界的にも類例が無い、

Web情報の信頼性に関する研究を推進し、

GCOE主導の国際ワークショップ開催（ACM

CIKM2008やWWW2009で採択）して国際的に大

きな注目を集めた。

知識グリッド研究では、環境負荷の軽減の観

点から、計算再利用技術に基づく自動メモ化プ

ロセッサを提案し、高速性を損なうことなく

SPEC CPU95では平均9.5％、GAプログラムでは

平均5.6％の消費エネルギーを削減できることを

示す等、独創性の高い研究を推進した。

［実質的な協力・連携体制］

原初知識モデルコアでは、無響室を整備し、

他コア／他部局等と、各種音響測定に基づく共

同研究を行った。主なものは、カエルの合唱パ

ターンの測定（理学研究科との共同研究）、人の

発声に体の姿勢が与える影響の測定（人間環境

学研究科との共同研究）、聴覚障害者のための音

響測定（フィールド情報学コアと共同）などで

ある。

フィールド情報学コアでは、タイ拠点のタイ

国海洋沿岸資源局、水産局との連携、岡谷市の

工業集積地と知的障害者の施設であるたんぽぽ

の家との連携による社会参加拠点の設置、多言

語拠点「言語グリッド」の国際連携プロジェク

トの推進（12カ国80グループが参画）などがあ

る。

知識サーチコアでは、コア内の情報検索、言

語処理、経営管理の研究者によるWeb情報の信

頼性の連携研究の進展に加え、知識グリッドコ
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アで開発された高速特異値分解アルゴリズムを

用いた関連語／同位語発見の連携研究も開始し

た。化学物質のグラフ構造推定問題の多項式時

間アルゴリズムのデータ検索への応用もまたコ

ア間連携によって有望な新分野と認識されるよ

うになった。また海外拠点UC Berkeley iSchool

Marti Hearst准教授グループとの連携で、ソー

シャルタグ情報を用いたマルチファセット検索

の共同研究を博士学生２名を派遣して実施した。

［新たな学術的知見］

原初知識モデル研究では、原初知識モデルに

関する脳科学と計算論の視点からの検討、会話

データから非言語コミュニケーションプロトコ

ルを模倣学習する枠組みの実現、自然音から人

工音まで幅広い音を扱う音環境の理論の構築と

システム化、皮膚受容器が体性感覚を作り出す

メカニズムの部分的解明、非言語コミュニケー

ションダイナミックスの分析を行った。

フィールド情報学研究では、F1、F2メコンオ

オナマズの人工湖における周年追跡の成功や、

揚子江スナメリの音響定点観測手法の確立、機

械翻訳の非一貫性、非対称性、非推移性により、

会話の共通基盤（コモングラウンド）が形成さ

れにくいことの分析（CSCW, CHIなどのトップ

カンファレンスで発表）などの学術的知見を得

た。

知識サーチ研究では、Web情報の信憑性評価

を検索エンジンが有する索引データのみから抽

出した知識を用いて高速に行う方式、Web中の

画像とテキストの整合性評価を関連情報の検索

と画像処理技術に基づいて行う方式、商品購買

におけるトラストの創発機構、などを開発した。

知識グリッド研究では、特異ベクトル計算が

ベクトルごとに独立に実行できることに基づく

特異値分解法I-SVDの並列化を進め、例えば、

50,000次元上２重対角行列について、学術情報メ

ディアセンターのスーパーコンピュータでは、

1CPU時の17分余りが256CPUでは９秒余りに短

縮された。

10．学内外へのインパクト

［１］原初知識モデル研究では、ロボット聴覚研

究に関連して、国際会議最優秀賞ファイナ

リストに選ばれるなど国際的に高い評価を

受けるとともに、三話者同時発話認識をほ

ぼ実時間で行うことができる音環境理解シ

ステムロボット聴覚ソフトウェアHARKの

オープンソース化を行い、韓国でチュート

リアルを行うなど国際的な情報発信を行っ

た。また、GCOEの中に閉じず、学内の他

部局や企業と各種音響測定に基づく共同研

究を推進した。主なものは、カエルの合唱

パターンの測定（理学研究科との共同研

究）、人の発声に体の姿勢が与える影響の

測定（人間環境学研究科との共同研究）、

聴覚障害者のための音響測定（フィールド

情報学コアと共同）、企業との共同研究が

推進できた。ロボット聴覚研究に関連して、

国際会議最優秀賞ファイナリストに選ばれ

国際的に高い評価を受けるだけでなく、３

件がフジTV「平成教育学院☆放課後」で

報道されるとともに、NewScientist電子版

でも報道された。

［２］原初知識モデルに関する海外拠点形成に関

し、平成20年１月のGCOE国際会議で招へ

いした海外研究者との間に連携が生じ、オ

ーストラリアLa Trobe大学に本GCOEと連

携する研究拠点がつくられ、研究科長、副

研究科長、本GCOEリーダー、原初知識モ

デルコアリーダーが招へいされ、１名が出

席した。それに先行して、La Trobe大学の

研究担当副学長が京都大学を訪問し、副学

長、研究科幹部と意見交換を行った。また、

原初知識モデルコアリーダーは、Bielefeld

大学に設置されたEU研究拠点のVirtual

Facultyに任ぜられ、開所記念シンポジウ

ムに招待された。

［３］フィールド情報学研究では、多言語拠点

「言語グリッド」の国際的な連携研究推進

（12カ国80グループが参画）、バイオロギン
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グとその絶滅危惧種の生態調査の国際的な

連携研究推進（タイ国各機関との連携やシ

ンポジウム開催による情報発信）、世界的

デザインファームとして著名なIDEOに多

数の卒業生を送り込む英国王立芸術学院と

連携したインクルーシブデザイン研究の推

進等、国際的に顕著な研究活動を行った。

［４］新たな学術領域の開拓を目指したフィール

ド情報学は新規の分野である。２年間の議

論の末、出版された「フィールド情報学入

門」の反応が出てくるのはこれからである。

また、実世界のフィールドにおける国際拠

点とそれを結ぶサイバースペース上の多言

語基盤「言語グリッド」（それ自身が12カ

国80団体を結ぶ国際拠点である）のインパ

クトは大きいと思われる。現時点でも「言

語グリッド」は、Googleで5000を超えるヒ

ットがあるが、真のインパクトはGCOE後

半の３年に現れるだろう。

［５］知識サーチ研究では、世界的にも類例が無

い、Web情報の信頼性に関する技術的観点

からの研究や、インターネット上での購買

行動に関わる信用（trust）に関する経営科

学的視点からの研究を推進し、GCOE主導

の国際ワークショップを開催（ACM

CIKM2008やWWW2009で採択）して国際

的に大きな注目を集めている。また、Web

情報の信頼性に関する技術研究では、Web

上のテキスト情報のみならず、画像／映像

などの信憑性検証のために、情報検索、情

報分析の研究者のみならず、画像認識／画

像処理分野の研究者からの注目も集め始め

ており、情報信憑性を含む「インターネッ

ト上の情報の品質」に関する新たな研究領

域を創出できる可能性が出ている。また、

信頼度分析を高速処理するためにグリッド

上での並列処理研究者との連携も芽生えて

いる。

［６］知識グリッド研究では、環境負荷の軽減の

観点から、計算再利用技術に基づく自動メ

モ化プロセッサを提案し、高速性を損なう

ことなくSPEC CPU95では平均9.5％、GA

プログラムでは平均5.6％の消費エネルギー

を削減できることを示す等、独創性の高い

研究を推進した。

［７］知識グリッドコアの事業推進担当者とグロ

ーバルCOE特定教員が中心となって担当し

た平成20年度大学院前期科目「シミュレー

ション科学」は、信頼性の高い数値計算の

講義、スーパーコンピュータによる並列計

算演習、最適化、金融工学、流体力学にお

けるシミュレーション事例研究からなるオ

ムニバス的科目である。特に周知していな

いにもかかわらず、他研究科からの参加学

生が少なからずいた。このため、平成21年

度は、「シミュレーション科学」「計算科学

演習」「計算科学特論」の通年の編成にす

るとともに、他研究科にも掲示して、全学

の学生を積極的に受け入ることとし、本拠

点の人材育成の成果を他研究科にも提供す

ることとした。

［８］知識グリッドコアの研究成果であるエコ家

電制御アルゴリズムに関して、パナソニッ

ク株式会社との共同研究を平成20年度より

開始したのに伴って、オンラインアルゴリ

ズムのセミナ・輪講を行い学生・若手研究

者の能力開発を行った。理論研究の家電へ

の応用という視点からの教育成果を得るこ

とができた。
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本研究科では一般市民を対象とした公開講座

を年１回開催している。平成20年度は、本学の

オープンキャンパス開催日８月７～８日の翌日

に開催日を合わせ、８月９日土曜日の午後に本

学時計台百周年記念ホールで開催する運びとな

った。開催案内には、対象を中学上級・高校生

以上一般、参加費無料、入場先着順500名として

ポスター・チラシなどで宣伝をし、当日の参加

者を待った。実は、４月に公開講座の担当を引

き継いだ私は、初めての夏の開催について考え

あぐねている間に時間が経ってしまい、会場の

確保、講師の依頼にかかったときには６月に入

っていた。ポスター・チラシのデザインは自ら

行い、なんとか６月中にポスター・チラシの発

送を終わらせることができたものの、周知期間

の短さが気がかりであった。幸い、ふたを開け

てみれば205名の参加者があり、担当スタッフ一

同ほっとした次第である。肝心の講演に話を移

すと、講師をお引き受け頂いたのは、伊藤大雄

准教授（本研究科）、杉原厚吉教授（東京大学大

学院情報理工学系研究科）、阿久津達也教授（京

都大学化学研究所）の３名の先生である。公開

講座のタイトル「こんなに楽しい数理の世界」

に託した狙いは、パズルやゲームの肩の凝らな

い内容から入り、次第に数学を使って実用的な

問題を解く話に移り、参加者に数理工学やバイ

オインフォマティクスの分野を身近に感じても

らうことである。

最初の講演は、自らパズル・ゲームマニアで

あると称せられる伊藤先生から、「娯楽数学の世

界へようこそ -- パズル・ゲームマニアよ大学へ

集え」と題し、偽コインの判別、ピザ・パズル、

ジャンケンの一般化、コイン投げのゲームにつ

いて綺麗なスライドを用いて分かりやすく紹介

頂いた。娯楽数学とはいえ、ジャンケンの一般

化はグラフ理論の入門であり、コイン投げのゲ

ームでは帰納法による証明がしっかりとなされ、

中高生には数学的も手応えがあったはず。せっ

かくなので、講演で紹介されたパズルの中のひ

とつを紙面を借りて紹介しておこう。これは花

子と太郎がピザを取り分けていくゲームである。

まず花子が円盤状のピザに中心から半直線の切

れ目を入れ、いくつかの扇型のピースに分け、

動かさずに置いておく。ピースの大きさ（中心

角）はまちまちでよく、花子が自由に選べる。

次に、太郎から始めて、扇型のピースを１枚ず

つ太郎と花子で交互に無くなるまで取っていく。

最初はどれを取っても良いが、２回目以降は、

隙間が二か所以上現れないよう、無くなってい

る部分の両側からしか取れないとする。さて、

花子には全体のピザの半分の量より多く取る手

段があるかというのが問いである。

詳しい解答は省略するが、答えはイエスであ

る。最初にピザを偶数個のピースに分けてしま

うと、太郎に全体の半分以上取る手段がある。

しかし、うまく奇数個に分けると花子に全体の

半分以上取る手段がある。太郎のほうが１枚多

く取れるのにもかかわらず！

二番目の講演には、杉原先生に、「君もエッシ

ャーになれる -- 芸術にも役立つ数理工学」と題

して、ご専門の計算幾何学や線画の自動解釈に

関するお話をして頂いた。こう述べると大変難

しい話のように聞こえるが、杉原先生は、研究

以外でも、錯覚など目で見て不思議な図形や物

体を用いて大変楽しい幾何学の講演をされるこ

とで知られており、本講演でもオランダの版画

家エッシャーの描いたタイル図形や不可能図形

を題材に、その構造を数理工学の視点から調べ
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る面白さを伝えて頂いた。例えばエッシャーの

「終わりない階段」とは、四つの階段がらせん状

につながり、階段を上っていくといくらでも高

い所に上がっていくことになる、一見実現不可

能な立体図形である。杉原先生は、立体図形の

投影図らしき絵を線画として捉えたとき、対応

する立体の実現可能性を判定する方法を発明さ

れた。ところが、実現不可能なテスト例題とし

て使用した「終わりない階段」を含むいくつか

のエッシャーの図形が意に反して実現可能と判

定されたのを機に、だまし絵の系統的な研究を

始められたとのこと。講演には、自身で作成さ

れた綺麗なだまし絵のパンフレットを参加者全

員に提供頂いた他、二つの絵からタイル図形を

作成する実演や、実際に作成した「不可能な立

体図形」を用いた奇術さながらのビデオを上映

して頂き、参加者全員がその不思議さに魅了さ

れていた。

最後に、阿久津先生に「解き明かそう生命の

パズル」と題して、バイオインフォマティクス

から数理的パズルに結びつく話題を未解決問題

を含めて紹介頂いた。約30億文字の人間の設計

図は手に入ったものの、設計図の理解は荘大な

パズルを解くことに例えることができ、まだ

我々はその第一歩を踏み出したにすぎない。阿

久津先生には、まずDNA、タンパク質、アミノ

酸に関する予備知識の導入から始めて頂き、21

世紀の重要研究課題であるバイオインフォマテ

ィクスの目的として、「DNA配列やタンパク質

構造などのコンピュータによる解析方法の開発」

や「コンピュータを用いた生物学的知識の発見」

を挙げて頂いた後、数理的パズルになぞらえる

研究課題として、配列のつなぎ合わせ、タンパ

ク質の形の予測、分子の組み立てについて分か

りやすく説明頂いた。中でも、よく知られた図

形の一筆書きを使ってDNAの配列のつなぎ合わ

せが解ける話には驚いたのではないか。１時間

の講演で、予備知識から問題設定の説明、パズ

ルの仕組みの解説まであり、濃密な講演内容で

あったが、この重要研究課題の解決が高校数学

の延長上にあることを参加者の皆さん、特に中

高生には実感してもらえたのに違いない。

開催終了後、参加者から90通のアンケートを

回収することができ、いずれも大変満足されて

いたという感想を頂けた。これも、楽しく分か

りやすくご講演頂いた３名の講師の方、開催の

案内、会場の運営をお手伝い頂いたスタッフの

方のおかげである。
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「ICTイノベーション」は、情報学研究科なら
びに学術情報メディアセンターで研究開発されて
いる情報通信技術（ICT）を公開し、産官学連
携・社会連携を促進することを目的としたイベン
トである。また、若手研究者が学会等とは異なる
環境で、プレゼンテーションを実践する場という
位置づけもある。毎年500名を上回る参加者を集
め、新たな共同研究が開始するなどの成果も出て
いる。さらに、このような情報交換を恒常的に行
うための組織として「ICT連携推進ネットワーク」
を発足させ、約60の企業・団体が加入するに至っ
ている。「京都大学ICTイノベーション2009」は、
３回目のイベントとして、2009年２月20日（金）
に京都大学百周年時計台記念館２階国際交流ホー
ルで開催した。

ICTイノベーション2009の特徴
今回は第３回ということで、前年度までの経緯

をふまえながら、活性化・定着を図るために以下
の趣向を考えた。
・「ICT連携推進ネットワーク」関連のイベント

の開催
共同研究などの連携に意欲的な企業を対象に、
産学連携を中心とした活動の紹介を行ったり、
実際にマッチングの案件が進行している企業と
個別にミーティングを持った。

・企業説明会との連携の強化
これまで同時に開催してきた企業説明会を１日
に集約するとともに、研究開発部門への「ICT
イノベーション」の案内を徹底してもらった。

・専攻紹介及び産学連携活動展示の充実
産学連携活動（ネットワーク、SNS、知財活用
室）の展示ブースを充実させるとともに、各専
攻の紹介ブースを新設した。企業だけでなく近
隣の大学にも広報を行った。

展示内容
各専攻及びメディアセンターの各分野に呼びかけ
たところ、45件の出展があった。また、GCOE若
手プログラムの方からも20件の発表があり、合計
65件のパネル・デモ展示がなされた。うち、一般

の７件とGCOE20件については口頭発表（１件５
分）も行ってもらった。基礎的なアルゴリズムか
ら先進的なシステム、さらにはユニークなコンテ
ンツに至るまで、多種多様な構成となった。

参加状況
折からの経済情勢の急激な悪化により、参加者

の確保が危ぶまれたが、各方面・教員に広報の協
力を頂き、計639名の参加があった。前年に比べ
て約100名増となっており、主に学外からの参加
者増によるものである。４時間にわたり、展示ブ
ースも口頭発表会場もあふれんばかりの人だかり
となり、熱気に満ちたイベントになった。そのた
め、「興味のある展示の説明が聞けなかった」と
いう声もあった。ブースで配布資料を用意されて
いたところは好評であった。

まとめ
第３回となり、形式や意義も明確になってきた

と思われる。また、２回目・３回目の参加者も多
く、本イベントが定着したことが感じられた。引
き続いて行われた交流会にも106名の参加があっ
た。当日行ったアンケート調査において、展示内
容に対してコンタクトを希望する旨も多数あった
が、共同研究などの直接的な産学連携につながら
なくても、このような企業の方・一般の方・同窓
生が多数集まれるイベントを開催することは社会
連携や研究科・センターのビジビリティの向上の
観点からも大きな意義があると思われる。
本イベントに対
して、情報学研
究科・メディア
センターならび
に関係機関・組
織から多大な支
援を賜りました
ことに深く感謝
します。

（参考）Webサイト：
http://ict-nw.i.kyoto-u.ac.jp/ict2009/
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京都大学ICT連携推進ネットワークは、2008年
２月20日に実施されました第２回京都大学ICTイ
ノベーションにおいて、情報学研究科と学術情報
メディアセンターが共同して発足させました。目
的は、産官学連携、学学連携、社学連携を広げる
ためにさまざまな人の繋がりを築くことです。運
営委員会が、研究科企画・評価委員会とセンター
教員会議の下部に位置付けられ、目的の推進のた
めの活動を企画実施しています。会員は、研究科
とセンターの教職員、学生のほか、複数教員の推
薦を受けた法人（企業や非営利団体）や個人、本
学他部局の学生となっています。

現在、京都大学ICT連携推進ネットワークでは、
京都大学ICTイノベーション、京都大学ICT連携
推進SNS、連携推進コーディネーションなどの活
動をすすめています。ICTイノベーションについ
ては、すでに2009年２月に３回めを実施していま
すので、よく認知されてきているのではないでし
ょうか。情報学研究科と学術情報メディアセンタ
ーの教員および学生の研究内容公開に役立つとと
もに、学外から多数の参加をいただいています

（第３回は600名超の参加者数となりました）。連
携推進ネットワークの目的達成に大いに貢献して
いますので、今年度も実施する計画です。ICT連
携推進SNSは、会員相互の交流を目的としたソー
シャルネットワークサービス（SNS）です。研究
交流や就職採用活動に役立てるように開発してい
ます。

連携推進コーディネーションの狙いは、連携研
究の推進にありますが、これまでの共同研究と根
本的に異なるのは、連携推進ネットワーク運営委
員会の果たす役割です。従来の共同研究の多くは、
きっかけは様々でしょうが、個々の教員が行って
きました。連携推進コーディネーションでは、情
報学研究科及び学術情報メディアセンターの全て
の研究室と、連携推進ネットワークに参加する企
業の関連部門とのマッチングを、運営委員会が仲
立ちして組織的に行なっています。これにより双
方にとってこれまでであれば行きつかないであろ
う共同研究を始めることができます。

連携推進コーディネーションの最初のケースと

してパナソニック連携があげられます。パナソニ
ックから提示されたテーマに対して、教員から関
連研究の提案を集めました。それをもとにマッチ
ングミーティングを行い、パナソニックの研究者
と教員の間で実施可能な共同研究を話し合いまし
た。このように単に事務的なマッチングを行うの
ではなく、ともに集まって作り上げていくテーマ
として、連携を始めることができました。また研
究費の10%を産学連携管理費としていただくこと
も、パナソニック連携ではじめて実現しています。
現在はICTイノベーション実施費用の節約分に充
当しており、結果として情報学研究科とメディア
センターに還元していることになっています。今
後は、連携推進コーディネーションで実現した共
同研究については、10%の産学連携管理費をつけ
ることが運営委員会で合意されています。

2009年２月20日に実施されたICTイノベーショ
ンの中で、連携推進コーディネーションに関する
連携企業との個別会合を設けて、先方の要望やス
ムーズなマッチングの進め方を検討いたしまし
た。連携の進み方は、企業により様々ですが、と
もに集まって作り上げていくテーマというアプロ
ーチは、適用できる範囲が広いのではないでしょ
うか。またインターンシップなどの学生が企業に
出向くことによる交流をはじめ、企業と大学の双
方向の人の交流を望む声も大きいことも注意すべ
き点かと思います。

今年のICTイノベーションにおいては、連携推
進ネットワーク会員限定イベントとして、研究科
長、センター長からの現状報告をいただきました。
研究科とセンターの動きが理解できるなど会員に
なるメリットも大きいのではないかと思います。
今後とも連携推進ネットワークを利用して、京都
大学情報学研究科、学術情報メディアセンターの
活動が学界以外の学外に認知され、連携を通して
活動が活性化することを期待しています。

連携推進ネットワークについてより詳しくは、
ウェッブページ（http://ict-nw.i.kyoto-u.ac.jp/）
をご参照ください。この活動にご理解をいただき、
ご支援くださいますようにお願い申し上げます。
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（１）経緯

情報学研究科将来構想検討委員会は、平成19

年４月13日の教授会申し合わせにより時限付き

の委員会として設置され、平成19年５月の第１

回会議より平成21年１月までの間に平成19年度

には11回、平成20年度には９回の委員会が開催

された。本将来構想検討委員会で検討を行う前

提となった情報学研究科の重要な課題は、主に、

（１）情報学という学問分野や情報学の人材養成

に関して、いわゆる情報離れという風潮や、社

会における情報学やIT分野の位置づけの弱まり

に対する対処、（２）情報学研究科の修士／博士

の学生の充足率の低迷化、および、（３）今後10

年以内に研究科内で起こる教授の大量定年退職

への対処である。この間、平成19年度には研究

科の自己点検・評価に係る各種資料の分析、お

よび平成20年１月に開催された第１回研究科ア

ドバイザリーボード会議での助言を踏まえ、平

成20年３月14日には本委員会から教授会に対し

て「情報学研究科の総括と将来構想」（資料１）

と題する中間報告が行なわれ、承認を受けてい

る。この中間報告では本研究科の内部状況と研

究科を取り巻く諸問題が分析されて問題点が列

挙され、研究科将来構想の必要性が指摘される

と共に、今後の新展開に対する期待が明記され

ている。平成20年度はこの中間報告を資料とし、

研究科の改組も視野に入れた審議が行なわれた。

10年前の研究科の発足に際し、（旧）情報工学

専攻等では従来のコンピュータサイエンス（以

下、CSと記述する）を一旦解体し、複数の新専

攻に分散させて新たな学理の発展を期待し、ま

た数理系等においても近い内容の分野を敢えて

異なる専攻に配置して情報学の発展への寄与を

期待した。これによって異る分野の相互理解が

進んだという点ではその成果が評価される一方、

その後の情報学を取り巻く環境の急激な変化に

より、新たな問題を産み出したことも否定でき

ず、特に教育の効率化や研究科の将来構想を考

慮した教員人事という点では新たな障害を産み

出したと考えられる。

またCSに関しては京都大学におけるその弱体

化の指摘を耳にすることもあり、21世紀におけ

る新たな学理としてのCSの在り方、ならびにそ

の新しいCSを基盤とする高度職業人を含む人材

育成のニーズが指摘されている。さらに国立大

学法人に対する各種の評価と関連し、学生定員

（特に博士後期課程定員）の充足は急務の課題と

なっており、研究科の教育研究活動の企画と各

種評価における評価指標との擦り合わせも必要

となっている。この他にも学校教育法の変更に

伴う教員組織の変更（法的な意味での講座制の

廃止と教員資格の変更）、大学院教育の国際化の

要請、さらに研究科内の具体的な近々の課題と

しては複雑系科学専攻の専攻名称変更、通信情

報学専攻における電気系分野と情報系分野の融

合問題など、大小様々な問題の解決の必要性が

本委員会では指摘された。

これらの諸問題の解決のためには、現在の６

専攻体制を抜本的に見直し、６専攻に分散して

いる近い研究分野を集めた新たな基幹講座を編

成し、それを４専攻で括るという改組案（参考

資料）が議論されたが、審議の結果、基幹分野

の大移動を伴う改組は、現在は極めて困難との

結論に至った。しかし研究科の10年、20年後の

将来像を考えた場合は、委員会で指摘された諸

問題の放置は許されるものではないという認識

では一致している。このため、現在の６専攻体

制を基礎とする第１段改革の実施と、研究科の

10年・20年後を見据えた大規模な第２段階改革

の議論を並行して行なうことが現実的との認識
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に至っている。

第１段階の具体的な改革では、すでに、平成

20年度に、情報学研究科の博士後期課程の学生

定員の減員と修士課程学生定員の増員を行った

が、これにともなう６専攻の教員／教員ポスト

の再配置は議論されたものの結論に至っていな

い。現在は各専攻にその一切が委ねられている

教員採用人事制度を見直し、研究科の将来構想

を加味した教員の採用人事を制度化することが

必要との結論に達していた。本件は既に企画委

員会での具体化に向けての議論も開始され、単

一専攻に閉じない教員選考準備委員会（仮称）

の設置が検討されている。

また、新たな学理としてのCSの在り方と、そ

れに基づく実践教育として「情報デザイン学専

攻／コース（仮称）」の立ち上げが検討された

（資料２）。CSに関する新たな学理の内容や在り

方の検討、またこれを背景とした技術者の育成

を視野に入れた教育改革の重要性に関しては多

くの理解は得られたものの、新コース（あるい

は新専攻）の設置に対しては、実装面での検討

（社会情報学専攻内でのコース、独立した専攻あ

るいは通信情報システム専攻内での垂直統合と

してのコースなど）が残されている。

また、法人評価における学生定員の充足の観

点から、まずは博士後期課程を１専攻化する案

も議論されたが、成案を得るには至っていない。

以上のような現状を踏まえ、今回は近々に行

なうべき第１段階改革の策定ならびに早期の実

施、さらに将来を見据えた第２段階改革の検討

を同時並行で行なうという方針に対する教授会

の承認を得ると共に、そのそれぞれに対して委

員会で挙げられた具体的な検討項目を明らかに

し、今後の議論の論点を明確とすることが先ず

第一義と考えている。近々に抜本的な改組を伴

う第２段階改革の成案が纏まるのであれば、第

１段階改革を当面は見送ることも考えられるが、

現実を考慮すれば、将来の第２段階改革を大き

く縛るものでない限りは、可能な範囲で小規模

な第１段階改革を積み上げることが必要と考え

られる。この意味では、若干の二度手間もやむ

を得ないとの共通認識を予め共有しておくこと

も重要と考えられる。また、研究科の将来構想、

特に研究分野の変更等に関しては学部兼坦によ

る制約が存在する。この問題は先方部局との協

定に基づいており、変更が生じる可能性のある

場合には先方部局との十分な擦り合わせが必要

なことも認識すべきことである。さらに、組織

改革の議論では、研究科の現構成員の専門分野

や学術的興味等に抵触する場合も想定される。

学問の自由を侵害したり特定の個人が著しい不

利益を被るようなことはあってはならないが、

将来を見据えて、可能な範囲で相互に譲り合う

協力が無ければ成案に至ることは不可能である。

この点に関する理解の共有も、この機会に改め

て行なうべきことと考えられる。

なお、改革の内容によっては、研究科内部の

判断で閉じることができず、本学企画委員会で

の議論、さらには設置審（事前審議を含む）に

抵触する事項もあり、改善案の策定にあたって

は研究科事務および本部事務局事務との情報交

換が必要である。

（２）第１段階改革の具体的検討項目

①　教員選考準備委員会（仮称）の設置：

教員の採用人事に際し、研究分野の流動

性および適切性を、研究科の将来構想と

絡めて検討すること。具体には、教員選

考の申し出に先立ち、単一専攻に閉じな

い準備会を開催し、大所高所からの意見

交換を行なう。

②　新たなCSの在り方としての情報デザイン

学専攻／コース：

協力講座であるメディアセンターも含め、

これからの学理としてのCSの在り方と高

度職業人養成を検討する。その具体化と

して、情報デザイン学専攻／コースの設

置方式について具体的に検討する。

③　複雑系科学専攻の専攻名称の変更：

次期中期計画期間内での適切な対応を検

討する。
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（３）第２段階改革と考えられる検討項目

国立大学法人の第２期中期目標・中期計画と

も関連し、中長期的な視点からの検討を要する

事項

①　学生に対する教育プログラムの変革

②　学生の情報離れと充足率向上対策

③　大講座制の実質化

④　新たな学問領域の検証

⑤　研究科専攻の改廃

⑥　全学共通教育・学部教育とのリンク

⑦　海外留学などの促進を視野に入れた教育

の国際化

（４）本委員会は、平成19年４月13日の教授会申

し合わせによれば、平成22年末までの設置が認

められている。上記検討項目等を本委員会で継

続して検討することが適切か、企画委員会で検

討することが適切かの判断は次期研究科長によ

る。その際、次期研究科長の下で本委員会を継

続するのであれば、委員としては研究科の将来

を担うべき若手教員を登用することが望ましい

旨の意見も有った。
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情報学研究科、社会情報学専攻の客員教授と

して本研究科の教育研究にご尽力いただきまし

たAlan Kay博士に本年１月20日、京都大学名誉

博士の称号の贈呈が行われました。

同氏への名誉博士の称号の贈呈については本

研究科から推薦を行い、名誉博士審査委員会の

審議などを経て決定されたもので、本学から贈

呈された12人目の名誉博士となります。本学か

らの名誉博士の称号の贈呈については規程によ

り（１）本学における教育研究に寄与した功績

が顕著であると認められる者、（２）学術文化に

寄与した貢献が特に顕著であり、本学において

顕彰することが適当と認められる者、のいずれ

かを対象としております。

Kay氏についてはご存知のようにパーソナル

コンピューティング概念の提案、オブジェクト

指向言語の提案と実用化、子供たちに対するコ

ンピュータ教育の実践と社会貢献など、情報学

の分野での多大な貢献をされ、その業績に対し

て2003年にACMチューリング賞、2004年に京都

賞など数多くの賞が贈られています。

また、同氏には客員教授として本研究科の教

育研究に携わっていただくとともに、京都市な

どとの共同によるALAN-Kプロジェクトでの実

践的な教育実験の実施に加わっていただきまし

た。さらにUCLAと本学をビデオ会議で結んだ

国際共同遠隔講義でも３年にわたってUCLA側

の講師をご担当いただくなど、本学の教育研究

にもご尽力いただきました。今回の名誉博士の

称号授与では、この功績が認められ、平成15年

に現在の規程となって以来、贈呈された４人の

名誉博士の中で始めて本学の教育研究への寄与

による称号の贈呈となりました。

本研究科が21世紀COEプログラム以来主催し、

Kay博士に長尾元総長とともに共同名誉委員長

として運営に携わっていただいております国際

会議 International Conference on Creating,

Connecting and Collaborating through

Computing（C5）も本年が７回目となります。

同会議の本学での開催に日程を合わせて来日し

ていただき、１月20日の名誉博士の称号の贈呈

となりました。前日に来日されたKay博士には

同日の朝から松本総長との対談、午後１時から

の贈呈式、２時からの記念講演、６時からの祝

賀会とたいへん多忙なスケジュールをこなして

いただきました。

今回のKay氏への名誉博士の称号の贈呈に関

しては、同氏と本学を結んで下さり、共に精力

的に活動されました故上林弥彦研究科長の存在

を忘れるわけには参りません。贈呈式の会場に

は上林先生の遺影が飾られ、またKay氏の記念

講演においてもKay博士自身が上林先生のスラ

イドを示して思い出に触れられるなど、同氏を

京都大学に招き入れられた上林先生のご貢献も

思い返す１日となりました。奇しくも称号を渡

された松本紘総長と上林先生とは工学部電気系

教室の同級生とのことで贈呈式の総長式辞、祝

賀会のご挨拶においてもKay氏と松本総長の共

通の友人としての上林先生のことに触れられて

おりました。

記念講演は時計台記念館百周年記念ホールに

て行われました。富田眞治前研究科長のご挨拶

とご紹介に続き、Kay氏には「A Lecture In

Memory of Yahiko Kambayashi-sensei, Systems
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Thinking For Children And Adults」という演

題で一時間弱、お話をしていただきました。大

きなホールでの講演ということもあり、どの程

度の方に来ていただけるのか少し心配な面もあ

りましたが、実際には大変多くの方に来て頂け

ました。また、ご来場になれない方からご講演

の様子をビデオで見たいというご要望もあり、

Kay氏のご快諾も得てビデオ収録と京大オープ

ンコースウェアでの公開を行いました。

ご講演の内容は計算機科学とソフトウェア工

学の今後を考えようというもので、計算機科学

が他の実世界を対象とする科学と同様の意味を

持ちえるのか、ソフトウェア工学が他の実世界

の工学と同じような貢献をできるのか、という

問題提起から始まりました。エンパイアステー

トビルはたった１年で築かれたことを引き合い

に出しつつ、しかしソフトウェアはマイクロソ

フトofficeでさえ、そのソースコードは２億６千

万行に上るということを挙げて、その複雑さと

どのように対応してゆけばよいのか、というこ

とを訴えられました。そして、実際に扱えるレ

ベルの複雑さとして本１冊分に相当する２万行

程度でソフトウェアが書けるような効果的な抽

象化・仮想化を行うべきだということ訴えられ

ました。

また、新しい技術やアイデアを前にしたとき

に、それを現状の改善を行うための「News」と

して捉えるのではなく、新しい変革をもたらす

「New」として捉えることの大事さや、展望

（outlook）を持つことの知識（knowledge）を持

つこと以上の大事さを訴えられました。同氏の

業績でもあるXerox PARCでの活動はPersonal

Computingや分散システムなどまったく新しい

コンピューティングのあり方を利用者の視点で

作り出したという点でNewsではないNewの例で

あるとして紹介いただきました。

さらに、今後の10年で計算機科学やソフトウ

ェア工学が何を残せるかと問いかけられ、生物

のような秩序のある複雑なものをどうやって生

み出すのか、アルゴリズム的な指向からシステ

ム的な思考に切り替えるべきでは、またコンピ

ュータの前で人々が何時間も過ごすようになっ

た現在、ユーザインターフェイスは「家」のよ

うに考え、優れたデザインでなければならない

など、多くのアイデアを示されました。

最後に、見る目をもって展望を得るためには、

まず我々が盲目であることに気づかなければな

らないこと、パーソナルコンピュータもインタ

ーネットもそれが存在しないところから生み出

されたものであることを述べられ未来への期待

でお話を締めくくられました。

Kay氏は体調のこともあり、海外渡航の回数

などは注意して調整されておられるとのことで

すが、京都をとても愛しておられ、年に１回ぐ

らいは京都に来たいともおっしゃっています。

同氏のご健康とご活躍をお祈りするとともに、

引き続き我々と交流させていただければと願っ

ております。

最後にKay氏への名誉博士の称号授与につい

ては京大広報642号で、松本総長との対談につい

ては同643号に掲載されております。さらにKay

氏の記念講演については同時通訳を含めてビデ

オ収録され、京都大学オープンコースウェア

（http://www.kyoto-u.ac.jp）で公開されておりま

す。合わせてご参照頂ければ幸いです。
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招へい外国人学者等

招へい外国人学者等

氏名・国籍・所属・職 活　動　内　容 受入期間・身分 受 入 教 員

「細胞・生体機能シミュレーションプロ
ジェクト」に関し、特に生体モデル構築
環境の開発及び興奮伝播モデルの開発

ロバスト最適化とそれに関連する
諸問題に対する手法について

操舵装置などの人工物の安全性

部分空間同定法を用いた産業プラ
ントの状況空間モデル

マルチCPUの計算機におけるアル
ゴリズムの効率を落とさない具体
的データ構造の改良

アルゴリズム開発のための可積分
系の数理解析に関する研究

多視点カメラ群の高度キャリブレ
ーション

パッキングアルゴリズムに関する
研究

量子有限オートマトンに関する共
同研究

図形充填問題に対するプラットフ
ォームモデルの構築に関する共同
研究

システム科学専攻
松田　教授

数理工学専攻
福嶋　教授

システム科学専攻
熊本　教授

数理工学専攻
太田　教授

通信情報システム専攻
岩間　教授

数理工学専攻
中村　教授
辻本　講師

知能情報学専攻
松山　教授

通信情報システム専攻
岩間　教授

通信情報システム専攻
岩間　教授

数理工学専攻
永持　教授

2008.4.4～
2008.4.24

外国人共同研究者
2008.4.12～

2008.4.25
招へい外国人学者
2008.5.8～

2008.5.21
招へい外国人学者
2008.7.14～

2008.9.6
外国人共同研究者
2008.10.22～

2008.12.22
外国人共同研究者
2008.11.22～

2008.12.25
招へい外国人学者
2008.11.30～

2010.2.27
外国人共同研究者
2009.1.20～

2009.2.19
招へい外国人学者
2009.3.1～

2009.3.31
招へい外国人学者
2009.3.15～

2009.3.31
外国人共同研究者

GARNY Alan Fanch
フランス
オックスフォード大学　主任科学研究員
AUSLENDER Alfred
フランス
リヨン第一大学　名誉教授
陳　宝智
中華人民共和国
東北大学安全工程研究中心　教授
ALMUTAWA Jaafar Hasan
バーレーン
キングファッド石油鉱物大学 助教
SAVELJEVS Aleksandrs
ラトビア共和国
ラトビア大学計算機科学　修士課程
ZHEDANOV Oleksiy
ウクライナ
ドネツク物理工科研究所　上級研究員
TUNG Tony
フランス
日本学術振興会　外国人特別研究員
張　国川
中華人民共和国
浙江大学　計算機科学部　教授
FREIVALDS Rusins Martins
ラトビア共和国
ラトビア大学　物理数学部　教授
HONG Seok-Hee
大韓民国
シドニー大学　講師
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平成20年度受託研究

平成20年度　受　託　研　究

受　託　研　究　題　目 研究代表者所属・職・氏名 委　　託　　者

大型有形・無形文化財の高精度デジタル化ソフト
ウェアの開発【リーディングプロジェクト】

異メディア・アーカイブの横断的検索・統合ソフ
トウェア開発【リーディングプロジェクト】

次世代生命体統合シミュレーションソフトウェア
の研究開発

ホヤを中心とする組織特異的プロモーターのモデ
ル構築

アイデンティティ連携におけるリスクを考慮した
個人情報共有方式

インターフェイスの基礎となる脳情報表現の解析

特異値分解法の革新による情報処理基盤の構築

生物機能データ予測のためのモデルパラメータ推
定技術の開発

仮設世界と物理世界の相互浸透モデリングによる
知の創生

多重散乱を利用した簡易なシステムによる室内レ
ーダイメージング

多自由度・実時間制御機構を有するブレイン・コ
ンピュータインタフェースの研究開発

和装文化振興を目的とした実写３次元映像のイン
ターネット配信技術の研究開発

多言語共生社会における医療対話支援のための多
言語対話用例プラットフォームの構築

観測から利用までの一体的連携を支援するメタデ
ータ管理システムの開発

筋ジストロフィーおよびその関連疾患の分子病態
解明、診断法確立と薬物治療の開発に関する研究

映画上映等におけるユニバーサルデザインに関す
る研究

微小物体の表面色情報を伴う高精度三次元形状復
元及び欠陥分類

文部科学省
【科学技術試験研究】

文部科学省
【科学技術試験研究】

文部科学省
【科学技術試験研究】

独立行政法人
科学技術振興機構

独立行政法人
科学技術振興機構

独立行政法人
科学技術振興機構

独立行政法人
科学技術振興機構

独立行政法人
科学技術振興機構

独立行政法人
科学技術振興機構

独立行政法人
科学技術振興機構

総務省
【戦略的情報通信研究開発推進制度】

近畿総合通信局

近畿総合通信局

国立大学法人東京大学生産技術研究所
【文部科学省委託事業「データ
統合・解析システム」再委託】

国立精神・神経センター

京都市

ローム株式会社
ディスクリートモジュール生産本部

知能情報学専攻
教　授　松山　隆司

社会情報学専攻
教　授　田中　克己

システム科学専攻
准教授　天野　　晃

知能情報学専攻
准教授　矢田　哲士

社会情報学専攻
准教授　岩井原瑞穂

複雑系科学専攻
講　師　青柳富誌生

数理工学専攻
教　授　中村　佳正

システム科学専攻
教　授　石井　　信

システム科学専攻
講　師　大羽　成征

通信情報システム専攻
助　教　阪本　卓也

知能情報学専攻
講　師　水原　啓暁

知能情報学専攻
教　授　松山　隆司

社会情報学専攻
教　授　石田　　亨

社会情報学専攻
教　授　吉川　正俊

知能情報学専攻
講　師　細川　　浩

システム科学専攻
助　教　塩瀬　隆之

知能情報学専攻
教　授　松山　隆司
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平成20年度受託研究

受　託　研　究　題　目 研究代表者所属・職・氏名 委　　託　　者

エネルギー需要の不確実性を考慮したコージェネレ
ーションシステムの運用最適化手法に関する研究

自律ダイナミクス研究

高レスポンスマルチホップ自律無線通信システム
におけるネットワーク技術に関する調査（その２）

Cooperative Communication技術

ITS用無線伝送方式

東邦ガス株式会社
基盤技術研究部

株式会社富士通研究所

株式会社国際電気通信基礎技術研究所

三菱電機株式会社
情報技術総合研究所

沖電気工業株式会社
官公システム事業部
無線技術研究開発部

数理工学専攻
教　授　福嶋　雅夫

知能情報学専攻
教　授　松山　隆司

通信情報システム専攻
教　授　吉田　　進

通信情報システム専攻
教　授　吉田　　進

通信情報システム専攻
教　授　吉田　　進
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平成20年度共同研究

平成20年度　共　同　研　究

研　究　題　目　等 研究代表者所属・職・氏名 委　　託　　者

多重極境界要素法を用いた電磁場の解析、及びか
かる解析のための高速３Ｄ対応プログラム開発に
関する研究

身体化による認知機構の解明

生体情報の計測とその解析に関する研究

大学成果情報の検索観点抽出技術の研究

中継局利用型セルラシステムにおけるカバレッジ
及び周波数利用効率改善のための送受信信号処理
技術の研究

人間・情報機器間の円滑な対話に関する研究

マイクロ波帯無線通信システムの周波数有効利用
技術に関する研究

ブラインドチャネルアイデンティティフィケーシ
ョンの測定応用

異音検知技術の研究開発

超高分解能電波レーダ信号処理技術の開発

高速CMOSアナログ回路の研究

音声理解・対話方式の研究

歴史コンテンツ閲覧サービスに関する研究

癌関連データの統計的バイオインフォマティック
ス法の開発

高速CMOSドライバ回路の研究

量子アルゴリズムの計算量を特徴づける関数の複
雑度の研究

超大容量光信号伝送のためのデジタル信号処理方
式の研究

キヤノン株式会社
オプティクス技術開発研究センター

独立行政法人科学技術振興機構

古河電気工業株式会社
生産技術部

日本電信電話株式会社
情報流通プラットフォーム研究所

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ
研究開発推進部

日本電信電話株式会社
Ｃ＆Ｃイノベーション研究所

日本電信電話株式会社
アクセスサービスシステム研究所

アジレント・テクノロジー・イ
ンターナショナル株式会社

ソニー株式会社
Ｂ２Ｂソリューション事業本部

トヨタ自動車株式会社　FP部

日本電信電話株式会社
フォトニクス研究所

三菱電機株式会社
情報技術総合研究所

株式会社デンソーアイティラボラトリ

久光製薬株式会社
研究開発本部

日本電信電話株式会社
マイクロシステムインテグレーション研究所

日本電信電話株式会社
コミュニケーション科学基礎研究所

日本電気株式会社
システムプラットフォーム研究所

複雑系科学専攻
教　授　西村　直志

知能情報学専攻
教　授　乾　　敏郎

システム科学専攻
教　授　石井　　信

社会情報学専攻
教　授　石田　　亨

通信情報システム専攻
教　授　吉田　　進

システム科学専攻
助　教　塩瀬　隆之

通信情報システム専攻
教　授　守倉　正博

システム科学専攻
教　授　酒井　英昭

知能情報学専攻
教　授　奥乃　　博

通信情報システム専攻
教　授　佐藤　　亨

通信情報システム専攻
教　授　小野寺秀俊

知能情報学専攻
教　授　奥乃　　博

社会情報学専攻
教　授　田中　克己

システム科学専攻
教　授　石井　　信

通信情報システム専攻
教　授　小野寺秀俊

通信情報システム専攻
教　授　岩間　一雄

システム科学専攻
助　教　林　　和則
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研　究　題　目　等 研究代表者所属・職・氏名 委　　託　　者

ドライビングシミュレータを用いた車載安全シス
テムの検討評価

家電機器と人との最適な間合いインタラクション
の研究

車両に作用する横力外乱推定手法の開発

車載PLCの検討

中継局を用いた同時送受信方法に関する研究

Webを利用した話題抽出・検索技術に関する研
究

単一無線機ハードウェアによる複数システムの受
信方式に関する研究と実証

小エリア無線基地局の干渉低減に貢献する技術の
検討

社会における情報伝播のためのインセンティブに
関する実証実験および学術調査

P2P技術を用いたコンテンツ配信におけるスケー
ラビリティ評価

新世代家電機器群「新エコホーム」のCO2削減方
式に関する研究

個人の行動・嗜好に基づく群行動ナビゲーション
方式に関する研究

交通分野における数理計画手法の応用

住友電気工業株式会社
自動車技術研究所

松下電器産業株式会社
産学連携推進センター

三菱電機株式会社
先端技術総合研究所

住友電気工業株式会社
情報通信研究所

日本電信電話株式会社
未来ねっと研究所

株式会社トヨタIT開発センター

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ
研究開発推進部

住友電気工業株式会社
情報通信研究所

日本電信電話株式会社
Ｃ＆Ｃイノベーション研究所

日本電信電話株式会社
サービスインテグレーション基礎研究所

パナソニック株式会社
産学連携推進センター

パナソニック株式会社
産学連携推進センター

パナソニック株式会社
パナソニックシステムソリューションズ社

システム科学専攻
教　授　熊本　博光

知能情報学専攻
教　授　松山　隆司

システム科学専攻
准教授　西原　　修

通信情報システム専攻
教　授　守倉　正博

システム科学専攻
教　授　酒井　英昭

社会情報学専攻
教　授　田中　克己

通信情報システム専攻
准教授　田野　　哲

システム科学専攻
教　授　酒井　英昭

通信情報システム専攻
助　教　新熊　亮一

システム科学専攻
教　授　高橋　　豊

複雑系科学専攻
教　授　山本　　裕

社会情報学専攻
教　授　石田　　亨

数理工学専攻
教　授　福嶋　雅夫
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平成20年度　科学研究費補助金

研究種目 審査区分 研究代表者 研　　　究　　　課　　　題

特定領域研究

基盤研究（Ｓ）

基盤研究（Ａ）

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

岩間　一雄

矢田　哲士

田中　克己

西田　豊明

松山　隆司

田中　利幸

石井　　信

黒橋　禎夫

奥乃　　博

駒谷　和範

後藤　　修

青柳富誌生

富田　眞治

西田　豊明

奥乃　　博

乾　　敏郎

佐藤　　亨

石田　　亨

岩間　一雄

中村　佳正

吉田　　進

福嶋　雅夫

酒井　徹朗

岩井原瑞穂

青柳富誌生

石井　　信

高橋　　豊

山本　　裕

佐藤　雅彦

小野寺秀俊

角　　康之

山本　章博

松原　繁夫

磯　　祐介

吉川　正俊

木上　　淳

西村　直志

村田　英一

伊藤　大雄

越智　裕之

辻本　　諭

金子　　豊

田中　泰明

太田　快人

新世代の計算限界─その解明と打破─

大規模ゲノム情報の比較技術と知識発見

情報爆発に対応するコンテンツ融合と操作環境融合に関する研究

実世界インタラクションの分析・支援・コンテンツ化

相互適応可能な実世界インタラクションのための計算モデル・システムの構築

情報エントロピーの概念に基づいた情報統計力学の再構築と情報通信理論への展開

階層ベイズ推定に基づく安定した生命情報解析法の研究

構造的言語処理による情報検索基盤技術の構築

音響信号記号変換に基づいたセマンティックインタラクション

多段階誤り原因推定に基づく発話誘導型音声対話インタフェース

多重ゲノム配列アラインメントに基づく機能情報の抽出

動的素子のネットワークに於ける環境に対する適用メカニズムの研究

超高速体感型シミュレーションシステムの研究

会話エージェント研究共有プラットフォームの構築と利用技術の研究

音環境理解研究からのロボット聴覚の構築

身体図式を基礎とした動的イメージ生成の脳内メカニズムの解明

UWBレーダと可逆変換を用いた高速３次元イメージングシステムの開発

大規模マルチエージェントシステムを用いた参加型デザインの研究

情報補填を可能にするアルゴリズムの設計と解析

マルチコアプロセッサに対応した革新的特異値分解ライブラリの開発

自律分散制御無線情報ネットワークとその展開に関する研究

ロバスト最適化とそれに関連する諸問題に対する手法

マルチエージェントシステムによる循環型社会モデルの構築

リスク管理型個人情報保護共有フレームワーク

力学系における時空間パターンによるアトラクター間遷移とその機能

複雑な環境における脳の意思決定モデルとロボット制御への応用

大規模分散型コンテンツ検索・配信ネットワークに関する研究

サンプル値制御理論による信号処理と新しい非定常システム理論への展開

計算と論理の融合によるバグのないソフトウェア構築環境に関する研究

ばらつきや欠陥を克服する集積回路ハードウェア設計技術

協調体験データの持続的な蓄積と流通支援の研究

頻度に基づく下方集合の高速探索を利用した構造データからの知識発見

協創コミュニティにおけるインセンティブ設計の研究

無限多倍長数値計算環境における高精度数値計算法の確立とその逆問題解析への適用

Web上の知識資源の統合利用基盤技術に関する研究

フラクタルの数学的諸相

周期的領域の周期・非周期波動問題における高速多重極法の研究

Cooperative分散無線中継ネットワークのフィールドトライアル

巨大情報のアルゴリズム的超圧縮技法の研究

ＦＰＧＡデバイスのプロセスばらつき測定法とこれを用いた設計法の開発

戸田型非自励離散可積分系の代数構造の研究と工学への応用

分子動力学法とモンテカルロ法を統合しためっきのシミュレーションシステムの開発

統合的リスク理論の構築とリアルオプション評価問題への応用

対象システムの既知情報を利用した連続時間システム同定法
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研究種目 審査区分 研究代表者 研　　　究　　　課　　　題

２次元マップによる多次元画像情報の一覧表示に関する研究

高次元カテゴリーとその応用

流体混合問題に関する数理的研究

ピア行動特性の類似度を考慮したオーバレイネットワークトポロジー構成法

光位相変調方式に対する自己／相互位相変調効果の高速評価法に関する研究

回り込み経路の同定と情報量に基づく適応フィルタアルゴリズム

図形充填問題に対するプラットフォームモデルの構築

圧反射モデルを導入した循環動態モデル

大偏差統計解析の新たな展開

閾値系における情報処理と自己調整─揺らぎ工学の進化をめざして─

正定値行列補完を用いた準ニュートン法の実用化に関する研究

高速移動環境におけるブロードバンド移動通信方式に関する研究

非周期的サンプル値制御理論：ネットワーク化制御・組込み制御のための制御理論

有理型２次微分形式を用いた多次元ロバスト制御系の解析と設計

運輸多目的衛星を用いた森林境界測量：測位精度の向上と実務作業の効率化

AND-ORグラフを用いるデータモデルとその操作系、制約記述系に関する研究

磁性的秩序を制御するための時間遅れフィードバック法の理論的研究

不便の効用に着目したシステムデザイン法の構築

論理式による実数の近似表現を用いた数値データからの機械学習手法

二分決定グラフによる全解表現に基づく数独問題の難易度の定義と問題自動生成法

情報土壌学の構築とその応用

新しい特異値分解法に基づく連立一次方程式のクリロフ部分空間法の開発

大水深底生魚類の行動生態解明を目的としたデータロガー自動装置・回収システムの開発

安全で高速な共通計算基盤のための低水準の型付中間言語

力学系間の時間調整を基盤とする適応的な行動生成機構

転写制御の符号論的理解

射影に基づく連続時間システムの同定

三次元行動情報に基づくウミガメ類をモデルとした回帰行動メカニズム解明に関する研究

変動環境における脳内情報処理のベイズ学習モデル

セロトニン合成酵素Tphd2の体軸形成における役割

微細プロセスにおいても製造容易なコンフィギャラブルプロセッサ

脳波と機能的磁気共鳴画像の統合化解析による記憶神経回路創発メカニズムの解明

古典論理の構文論的双対性とその計算論的意味

ソフトウェア再利用性向上のための型理論に関する研究

情報検索とウェブアーカイブにおけるマイニング

物体認識における視覚・運動系の相互作用に関する認知科学的研究

マルチメディアネットワークのための新しいトラヒックモデルに関する研究

医学・工学に現れる逆問題への数学解析と情報理論の適用

局所構造と大域構造の有機的聯関を指向した確率解析の展開

変数誤差モデルに対する実現理論の構築に関する基礎的研究

ハイブリッドシステムの確率的最適制御

Webからの履歴情報の発見とその呈示方式の研究

３次元音響空間をメディアとしたインクルーシブ・コミュニケーションデザイン

実ユーザの多様な発話表現に頑健なマルチドメイン音声対話システムの研究

高次元オミックスデータとヘテロ医療診断データの統合的解析法の開発

対称性の低下をともなわない奇妙な連続相転移の探求

準定常状態の統計力学とダイナミクス

水田　　忍

西田　吾郎

船越　満明

朝香　卓也

乗松　誠司

酒井　英昭

永持　　仁

天野　　晃

宮崎　修次

宗像　豊哲

山下　信雄

田野　　哲

藤岡　久也

鷹羽　淨嗣

吉村　哲彦

田島　敬史

筒　　広樹

川上　浩司

山本　章博

奥乃　　博

片井　　修

中村　佳正

荒井　修亮

八杉　昌宏

川嶋　宏彰

市瀬　夏洋

杉江　俊治

奥山　隼一

平山淳一郎

前川　真吾

小林　和淑

水原　啓暁

中澤　巧爾

五十嵐　淳

Adam Jatowt

笹岡　貴史

増山　博之

久保　雅義

日野　正訓

田中　秀幸

東　　俊一

小山　　聡

塩瀬　隆之

駒谷　和範

大羽　成征

原田　健自

山口　義幸

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

一 般

基盤研究（Ｃ）

萌 芽 研 究

若 手 研 究

（スタートアップ）

若手研究（Ａ）

若手研究（Ｂ）
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研究種目 審査区分 研究代表者 研　　　究　　　課　　　題

空間的・時間的選択性を利用した高品質・高効率無線マルチキャスト

可制御性構造に基づいた非線形制御─平衡点の制御からふるまいの制御へ─

ササとシダは窒素の流亡を防止するか？～森林生態系の窒素循環における役割の解明～

汎用的なネットワーク設計問題に対するアルゴリズムの研究

インターネット観測に向けた最適化問題のモデル化法と効率的算法の研究

計算困難な組合せ問題に対するアルゴリズムの設計と解析

情報補完のための検索方式とそのクロスメディア検索への応用

内包に基づくカーネルによる構造データ学習と知識発見

統計的学習に基づく強化学習に関する研究

凹面鏡と小規模アレイを用いたリアルタイム３次元医用超音波イメージング

高精度正則化法と次世代数値計算環境による逆問題の数値解析理論の構築

マルチユーザー通信システムに対する最適化手法の応用

17O MRS/MRIによるマウス腫瘍酸素代謝速度計測

制約つき最適化による高次元スパースコーディングの学習

非言語音に内在する空間的情報の概念化に適したヒューマンインタ

フェース

非言語ヒューマンコミュニケーションにおけるダイナミクスに関す

る研究

多視点カメラ群の高度キャリブレーション

持続的な会話コンテンツ構築システムの研究

バイオテレメトリー情報による魚類の回帰・固執行動メカニズム解明研究

離散可積分系の持つ組合せ論的構造の解明、およびその数え上げ組合せ論への応用

マルチエージェントシステムを用いたメガスケール・ナビゲーションの実現

バイオテレメトリー情報によるアカアマダイの行動生態解明と放流技術への応用

中心化理論と関連性理論の定量化に基づく複数ユーザの会話文脈に対する関連情報提示

UWBパルスレーダのための高速高解像度物体形状推定法の研究

Webにおける例示からのオントロジーとワークフローの獲得

メタ戦略に基づく３次元物体の最適配置を求めるフレームワークの構築

遅延分割型負荷分散フレームワークの開発

多人数会話における関係構築メカニズムの研究─会話参与手続きのモデル化─

ハミルトン系の可縮でない周期軌道を用いたフレアーホモロジーとその応用

安定マッチング問題の複雑さに関する研究

環境・行動情報に基づくウミガメ混獲メカニズムの解明と混獲回避策の提案

仮想部分文書クラスタを用いたＸＭＬサーチエンジンに関する研究

参加型シミュレーションのマルチエージェントアーキテクチャの研究

モバイル・ユビキタス環境における空間情報アクセスに関する研究

三角形障壁をもつアハロノフ・ボーム量子ドット：量子整流の一つの可能性

ロボット動作生成のための能動知覚経験による静止物体の動特性連想

行動生態情報を指標とした、シロクラベラ人工種苗の養成技術の開発に関する研究

画像認識処理に適した組込み向けプロセッサのアーキテクチャに関する研究

自己と関連した他者の動作の理解と予測に関する脳内メカニズムの解明

音楽音響信号の音源分離における統合的理論の構築とその応用

協調マルチキャリア通信のための無線資源割り当て及びスケジューリングに関する研究

再利用性に優れた型付オブジェクト指向プログラミング言語の理論と設計

離散値信号を含む２次元システムのための最適動的量子化器

素子のダイナミクスとネットワーク構造の動的関係性と機能発現

新熊　亮一

石川　将人

小山　里奈

福永　拓郎

趙　　　亮

玉置　　卓

馬　　　強

土井晃一郎

森　　　健

瀧　　宏文

藤原　宏志

林　　俊介

楢崎美智子

前田　新一

片井　　修

（Nomura Shigueo）

松山　隆司

（Park Hye Sun）

松山　隆司

（TUNG, Tony）

久保田秀和

三田村啓理

上岡　修平

中島　　悠

横田　高士

白松　　俊

木寺　正平

田仲　正弘

今道　貴司

平石　　拓

坊農　真弓

藪　　義郎

岡本　和也

安田　十也

清水　敏之

山根　昇平

服部　　峻

増田　俊平

西出　　俊

河端　雄毅

廣本　正之

柴田　　寛

糸山　克寿

金子めぐみ

齊藤智恵理

南　　裕樹

青木　高明

若手研究（Ｂ）

特別研究員奨励費
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研究種目 審査区分 研究代表者 研　　　究　　　課　　　題

環境・行動情報に基づくジュゴンの経時的コアエリアマップの作成及び混獲回避策の提言

実装コスト最適化制御系設計への先進的最適化アルゴリズムの導入に関する研究

フラクタル上のラプラシアンの構成と測度論的リーマン構造の研究

画像処理における位置依存フィルタのためのフルベイズ統計推測法

市川光太郎

丸田　一郎

梶野　直孝

兼村　厚範

特別研究員奨励費
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平成20年度　特　別　講　演

番号 開催日 曜日 主　　　催 講　　　師 講　　演　　題　　目

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

４月16日

４月23日

４月25日

４月25日

５月８日

５月９日

５月９日

５月14日

５月22日

５月29日

６月４日

６月５日

６月５日

６月13日

６月17日

６月20日

６月20日

水

水

金

金

木

金

金

水

木

木

水

木

木

金

火

金

金

通信情報システム

知能情報学

社会情報学

社会情報学

数理工学

通信情報システム

数理工学

システム科学

数理工学

数理工学

社会情報学

数理工学

複雑系科学

通信情報システム

通信情報システム

システム科学

知能情報学

組み込み用途向けSOCの最新動向

Higher order automated deduction（高階
自動演繹法）に関する特別講演

日本発インターネットベンチャーの現状と
未来

はてなのインフラと、それを支えるオープ
ンソース

特異値分解法の革新による情報処理基盤の構築の研
究のための連続特別講演「ランダム行列とランダム
ウォーク－確率モデルにおける行列式構造－」

情報と職業「富士通の次世代スーパーコン
ピューターへの取り組み」

ヘビサイドケーブルとチェビシェフ多項式
伝送線の集中定数モデル

中国における労働災害の現状について

特異値分解法の革新による情報処理基盤の構築の
研究のための連続特別講演「ランダム行列とラン
ダムウォーク－確率モデルにおける行列式構造－」
特異値分解法の革新による情報処理基盤の構築の
研究のための連続特別講演「ランダム行列とラン
ダムウォーク－確率モデルにおける行列式構造－」

ベイジアンネットによる知能のモデル化が
切り拓くビジネスと新産業

特異値分解法の革新による情報処理基盤の構築の
研究のための連続特別講演「ランダム行列とラン
ダムウォーク－確率モデルにおける行列式構造－」
数値解析に関する研究セミナー「The
Inverse Scattering Problem for an
Isotropic Medium」

情報と職業「アルゴリズム的ゲーム理論」

“Arithmetic Circuits：A Chasm at Depth
Four”「算術回路：深さ４における隙間」

大規模な確率モデルにおける推論とTAPア
プローチ（Ⅱ）～ギブス自由エネルギーか
らのアプローチ～
情報と職業「知識発見アルゴリズムの構成
と実装～文学・音楽・薬学・分子生物学へ
の応用をめぐって～」

（株）ルネサステクノロジ
CPU開発第一部

部長　服部　俊洋

リヨン高等師範学校
教授　Pierre LESCANNE

株式会社はてな
代表取締役　近藤淳也

株式会社はてな
執行役員　田中慎司

京都大学大学院人間・環
境学研究科

教授　高崎金久
富士通（株）次世代テク
ニカルコンピューティング

開発本部長　木村康則

大阪大学
名誉教授　亀高惟倫

東北大学安全行程研究中
心

教授　陳　宝智
京都大学大学院人間・環
境学研究科

教授　高崎金久
京都大学大学院人間・環
境学研究科

教授　高崎金久
モデライズ株式会社
代表取締役社長兼CEO

高村　淳
京都大学大学院人間・環
境学研究科

教授　高崎金久

デラウェア大学
教授　David Colton

東京工業大学大学院情報
理工学研究科

特任准教授　岡本吉央

インド工科大学（IIT）
教授　Manindra Agrawal

東京工業大学大学院
総合理工学研究科

教授　樺島祥介

九州大学大学院
教授　竹田正幸
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番号 開催日 曜日 主　　　催 講　　　師 講　　演　　題　　目

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

６月30日

７月２日

７月３日

７月８日

７月18日

８月４日

８月９日

８月19日

９月22日

10月20日

10月24日

11月６日

11月７日

11月12日

11月19日

11月19日

11月22日

11月22日

月

水

木

火

金

月

土

火

月

月

金

木

金

水

水

水

土

土

システム科学

社会情報学

通信情報システム

社会情報学

通信情報システム

システム科学

数理工学

知能情報学

システム科学

知能情報学

数理工学

知能情報学

通信情報システム

システム科学

システム科学

数理工学

通信情報システム

通信情報システム

On Stock Market Trading:A System
Theoretic Paradigm

HAI：ヒューマンエージェントインタラク
ション－人とロボットの＜間＞をデザイン
する－
Challenges and Approaches in Providing
Quality of Service in Chip Multi-Processor
Systems

サービス・サイエンスの日本および海外に
おける展開

主要業績と今後の大学における教育研究計
画について

Shannon meets Carnot:Generalized second
law of thermodynamic

「君もエッシャーになれる─芸術にも役
立つ数理工学─」

「海馬エピソード記憶の神経回路モデル」

インターネット平衡解析　ユーザとネット
ワーク挙動分離モデル

会話とジェスチャ

超離散化可能性の閥値について

柔軟性がもたらす知能

Iterative Methods in Combinatorial
Optimization

密度比推定の手法と応用

Statistical Physics of Complex Many-Body
Probrems applied to Hard Optimization,
Information Science, and Economics

スペクトルのソリトン化

情報学研究科創立十周年記念講演

情報学研究科創立十周年記念講演

ウィスコンシン大学
教授　Bobby Ross Barmish

国立情報学研究所
教授　山田誠二

North Carolina State
University

准教授　Yan Solihin
日本IBM株式会社　東京
基礎研究所
マネージャー　日高一義

東京工業大学統合研究院
教授　佐藤高史

Bar-Ilan University 
教授　Ido Kanter

東京大学大学院情報理工
学系研究科

教授　杉原厚吉

（独）理化学研究所
研究員　佐藤直行

国立シンガポール大学
教授　テイ ヤン チャン

滋賀県立大学
准教授　細馬宏通

明治大学理工学部
兼任講師　岩尾昌央

大阪大学大学院工学研究
科

准教授　細田　耕

カーネギーメロン大学
教授　Ramamoorthi Ravi

東京工業大学
准教授　杉山　将

Universityof Oxford
教授　David Sherrington

東邦大学理学部
教授　白木善尚

東京大学生産技術研究所
教授　喜連川 優

明治大学理工学部
教授　三村昌泰



2009. ４

49

平成20年度　特　別　講　演

番号 開催日 曜日 主　　　催 講　　　師 講　　演　　題　　目

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

11月26日

11月27日

11月27日

11月28日

12月１日

12月３日

12月10日

12月17日

１月６日

１月９日

１月12日

１月13日

１月13日

１月16日

１月20日

１月21日

２月３日

２月３日

水

木

木

金

月

水

水

水

火

金

月

火

火

金

火

水

火

火

社会情報学

システム科学

知能情報学

知能情報学

通信情報システム

数理工学

数理工学

社会情報学

複雑系科学

システム科学

システム科学

システム科学

知能情報学

通信情報システム

社会情報学

社会情報学

複雑系科学

複雑系科学

エージェントシステムとプログラミング

Wireless Sensor Networks Powered
by Ambient Energy Harvesting

Large－scale sequence comparison：
Spaced seeds and suffix arrays

画像工学への情報アプローチ

近似ノルムと近似次数

Stabilization is dissipation

Balanced state-space representations:a
polynomical algebraic approach

ヒューマンインターフェースと会話分析

多重極境界要素法を用いた電磁波の解析、
及びかかる解析の為の高速３D対応プログ
ラム開発

Top-Down Attention Modulation for
Humanoid Robots

縮退のある系の量子アニーリング

Imagining functional connectomics

大脳視覚皮質の神経回路

The Quantum Locker Puzzle

情報学に社会から求められるアーキテクチ
ャ設計

WebGISアプリケーションフレームワーク

On ill - posed Cauchy problems for hyper-
bolic equations

Constructive methods in inverse prob-
lems

国立情報学研究所
教授　本位田真一

シンガポール大学
上級研究員　ウインストン

シイアー クーン ガーン
（独）産業技術総合研究所
生命情報工学研究センター
研究員　マーティン フリス

電気通信大学
准教授　庄野　逸

コロンビア大学
ポストドクトラルフェロー

Troy Lee
University of Southampton
Senior Lecturer

Paolo Rapisarda
University of Southampton
Senior Lecturer

Paolo Rapisarda

学術情報メディアセンター
特定助教　高梨克也

名古屋大学大学院工学研
究科

助教　高橋　徹
（株）国際電気通信基礎技
術研究所

研究員　Janne Moren

東京工業大学
M2 松田佳希

マサチューセッツ工科大
学

教授　Sebastian Seung

NorthWestern University
博士研究員　尾関宏文

マギル大学
教授　David Avis

東京理科大学大学院
教授　田中芳夫

静岡大学情報学部
助教　横山昌平

ソボレフ数学研究所
教授　Yurii E.Anikonov

ソボレフ数学研究所
教授　Vladimir Romanov
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番号 開催日 曜日 主　　　催 講　　　師 講　　演　　題　　目

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

２月23日

２月24日

２月27日

３月４日

３月６日

３月６日

３月６日

３月６日

３月９日

３月14日

３月14日

３月23日

３月23日

３月24日

月

火

金

水

金

金

金

金

月

土

土

月

月

火

知能情報学

知能情報学

システム科学

知能情報学

知能情報学

社会情報学

知能情報学

知能情報学

知能情報学

システム科学

システム科学

社会情報学

社会情報学

複雑系科学

感性次元の感覚関連性と脳内基盤

Error Handling in Service Oriented
Computing

IFAC2008にみるシステム同定とモデリン
グの研究動向について

Recent Progress in Computer Go

言語グリッドと異文化コラボレーション

無制限に増え続ける巨大データ群に対する
新しい情報基盤技術の構築

日本語機能表現の言語処理のための用例デ
ータベースの設計と作成

日本語機能表現の言語処理のための用例デ
ータベースの設計と作成

Learning and Anticipation in Human-
Robot Cooperation

脳の可塑性

大スケールネットワークモデリング－イオ
ン・チャネルからネットワーク現象へ

SlothLib ソフトウエア使用実験・評価のた
めの利活用について

SlothLib ソフトウエア使用実験・評価のた
めの利活用について

Recent Progress on wilson noncon-
forming finite element

東北大学大学院文学研究
科

教授　行場次朗
ボローニャ大学
ポストドクター

Ivan Lanese

慶応義塾大学
教授　足立修一

アルバータ大学
教授　Martin Muller

京都大学大学院情報学研
究科

教授　石田　亨

九州工業大学
准教授　坂本比呂志

豊橋技術科学大学
助教　土屋雅稔

筑波大学大学院
システム情報工学研究科

准教授　宇津呂武仁
National Center for
Scientific Reseach
Research Director Peter Ford Dominey
カリフォルニア大学
名誉教授

Michael Merzenich
ローザンヌ工科大学
プロジェクトマネージャ

Sean Hill

兵庫県立大学
特任講師　李　　龍

兵庫県立大学
教授　角谷和俊

中国科学院
教授　石　鐘慈
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［論文提出によるもの］

金　井　達　徳
メディアサーバおよび組込みシステムのためのアーキ

テクチャとプログラミングシステムに関する研究

【富田眞治・湯淺太一・中島　浩】

［博士課程修了によるもの］

颯々野　　　学
Practical Use of Large Margin Classifiers in Natural

Language Processing（自然言語処理におけるマージン

最大化に基づく分類器の実用的な利用法）

【黒橋禎夫・石田　亨・河原達也】

金　　　鉉　燉
Binaural Active Audition for Humanoid Robots（ヒュ

ーマノイドロボットのためのバイノーラルアクティブ

オーディション）

【奥乃　博・河原達也・尾形哲也】

高　瀬　俊　郎
Efficient XML Data Processing in Web Services

（WebサービスにおけるXMLデータ処理の効率化）

【田島敬史・石田　亨・山本章博】

梶　　　洋　隆
Automotive Engine Calibration with Experiment-

Based Evolutionary Multi-objective Optimization（実

験ベース進化的多目的最適化による自動車用エンジン

の適合）

【喜多　一・酒井徹朗・片井　修】

林　　　冬　恵
Modeling and Coordination in Interorganizational

Workflow（組織間ワークフローのモデル化と協調）

【石田　亨・吉川正俊・喜多　一】

佐　野　雅　之
Studies of a Two-Layer Axisymmetric Cylindrical

Liquid Sheet（軸対称円環形2層液体シートの研究）

【船越満明・山本　裕・西村直志】

楊　　　俊　美
Studies on Adaptive Filter Algorithms for System

Identification Based on Independent Component

Analysis（独立成分分析に基づくシステム同定のため

の適応フィルタアルゴリズムに関する研究）

【酒井英昭・杉江俊治・田中利幸】

［博士課程修了によるもの］

吉　田　　　護
地震リスク下における構造物の品質確保のための検査

制度に関する研究

【多々納裕一・酒井徹朗・福嶋雅夫】

井ノ口　宗　成
危機対応に必要な情報処理の標準化ー被災者台帳を用

いた合理的な被災者生活再建支援の実現を中心にして

ー

【林　春男・河田惠昭・石田　亨】

東　田　光　裕
災害対応能力の向上を目的とした災害対応シミュレー

タの設計

【林　春男・河田惠昭・田中克己】

上　岡　修　平
Combinatorial Aspects of Orthogonal Polynomials and

Discrete Integrable Systems（直交多項式と離散可積

分系の持つ組合せ論的側面）

【中村佳正・岩井敏洋・高c金久】

［博士課程修了によるもの］

長　尾　　　若
On Universally Composable KEM, DEM and Three

Cryptographic Channels（鍵共有、データ暗号化、3つ

◎平成21年１月23日付京都大学博士（情報学）の学位

を授与された者

◎平成20年11月25日付京都大学博士（情報学）の学位

を授与された者◎平成20年９月24日付京都大学博士（情報学）の学位

を授与された者

◎平成20年５月23日付京都大学博士（情報学）の学位

を授与された者

博士学位授与

博士学位授与
【 】内は論文調査委員名
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博士学位授与

の暗号チャネルの汎用的結合可能性について）

【永持　仁・石田　亨・岩井原瑞穂・岡本龍明】

Rhoda Padua Agdeppa
Studies on Mathematical Models of Traffic Equilibria

（交通流均衡の数理モデルに関する研究）

【福嶋雅夫・永持　仁・山下信雄】

藤　野　昭　典
Machine Learning with Heterogeneous Data for

Classification Problems（分類問題のための異種データ

を用いた機械学習）

【片井　修・熊本博光・石田　亨】

Wladimir Bocquet
Computationally Efficient Power Allocation and

Equalization Schemes for Multi-Carrier Systems（マ

ルチキャリア変調システムのための低要求演算量の電

力配分法及び等化法）

【酒井英昭・田中利幸・吉田　進】

［博士課程修了によるもの］

石　塚　健太郎
Studies on Acoustic Features for Automatic Speech

Recognition and Speaker Diarization in Real

Environments（実環境における自動音声認識と話者決

定のための音響特徴の研究）

【河原達也・奥乃　博・酒井英昭】

小　林　浩　二
Competitive Analysis of Online Problems on Networks

（ネットワークにおけるオンライン問題の競合比解析）

【岡部寿男・阿久津達也・岩間一雄】

澤　田　洋　介
Ionotropic receptor (TRPA1) which mediates cooling-

and H_O_-induceｄ pain.

（冷却と過酸化水素による痛みを媒介するイオンチャン

ネル型受容体）

【小林茂夫・後藤　修・阿久津達也】

清　水　　　徹
実環境音声翻訳システムにおける音声認識処理の研究

【河原達也・奥乃　博・黒橋禎夫】

西　出　　　俊
Self-Organization of Invariants for Motion Generation

based on Reliable Predictability（予測信頼性に基づく

動作生成のための不変項の自己組織化）

【奥乃　博・乾　敏郎・尾形哲也】

毛　利　一　成
Analyses of the Effects of Fluctuation in Biological

Systems（生命システムにおけるゆらぎの効果とその解

析）

【阿久津達也・小林茂夫・後藤　修】

宋　　　中　錫
Studies on High-Performance Network Intrusion

Detection System Based on Unsupervised Machine

Learning（教師無し機械学習に基づくネットワーク型

侵入検知システムの高性能化に関する研究）

【岡部寿男・山本章博・金澤正憲】

候　　　書　会
Anti-Collusion Fingerprinting for Multimedia Content

Protection（マルチメディアコンテンツを保護するため

の電子指紋技術に関する研究）

【美濃導彦・岡部寿男・中村裕一】

w 橋　康　介
視触覚間相互作用における時空間情報処理に関する心

理物理学研究

【乾　敏郎・美濃導彦・齋木　潤】

高　島　克　幸
Computational Aspects of Jacobian Varieties and

Their Cryptographic Applications（ヤコビ多様体に関

する計算法の研究及びその暗号応用）

【石田　亨・岩井敏洋・中村佳正・岡本龍明】

中　島　　　悠
Outdoor Evacuation Experiment Augmented by

Massively Multiagent Simulation（大規模マルチエー

ジェントシミュレーションによる屋外避難実験の拡張）

【石田　亨・喜多　一・多々納裕一】

服　部　　　峻
Knowledge Extraction from the Web and Its

Application to Location-Based Information Systems

（Webからの知識抽出とその位置依存情報システムへの

応用）

【田中克己・守屋和幸・吉川正俊】

横　田　高　士
効率的な種苗放流に向けたアカアマダイの行動特性に

関する研究

【守屋和幸・田中克己・荒井修亮】

田　仲　正　弘
Composing and Supervising Language Services on the

Internet

◎平成21年３月23日付京都大学博士（情報学）の学位

を授与された者
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博士学位授与

（インターネット上の言語サービスの連携と実行管理）

【石田　亨・田中克己・吉川正俊】

喜　蓮
Analysis of Cultural Differences in Pictogram

Interpretations（絵文字解釈における文化差の分析）

【石田　亨・守屋和幸・黒橋禎夫】

千　葉　逸　人
Renormalization Group Method for Singular

Perturbation Problems in Dynamical Systems（力学系

の特異摂動問題に対するくりこみ群の方法）

【岩井敏洋・中村佳正・船越満明】

今　道　貴　司
Nonlinear programming based algorithms to cutting

and packing problems（詰め込み問題に対する非線形

計画法を基にしたアルゴリズム）

【永持　仁・福嶋雅夫・太田快人】

譽　田　太　朗
Studies on a Parallel Algorithm for Bidiagonal

Singular Value Decomposition（二重対角行列の特異値

分解のための並列アルゴリズムに関する研究）

【中村佳正・富田眞治・金澤正憲】

田　中　洋　一
数理最適化によるコージェネレーションシステムの設

計と運用に関する研究

【福嶋雅夫・太田快人・酒井英昭】

Majig Mend-Amar
Studies on Global Optimization Approach for General

Variational Inequality Problems（一般の変分不等式問

題に対する大域的最適化法に関する研究）

【福嶋雅夫・太田快人・永持　仁】

籔　　　義　郎
Geometric Study of Classical and Quantum Systems

with Group Actions（群作用を持つ古典及び量子系の

幾何学的研究）

【岩井敏洋・中村佳正・宗像豊哲】

後　藤　佑　介
ストリーミングデータの放送型配信に関する研究

【金澤正憲・b橋　豊・田中克己】

南　　　裕　樹
Optimal Dynamic Quantizers for Control（制御のため

の最適動的量子化器）

【杉江俊治・酒井英昭・太田快人】

工　藤　重　樹
光の干渉による膜厚測定法と光弾性現象に基づく位相

差測定法

【酒井英昭・田中利幸・船越満明】

竹　内　啓　悟
Statistical Mechanical Informatics on MIMO DS-

CDMA Systems: Design of Spreading Schemes and

Performance of Multiuser Decoding（MIMO DS-

CDMAに対する情報統計力学：拡散変調方式の設計お

よびマルチユーザ復号器の性能評価）

【田中利幸・酒井英昭・吉田　進】

岡　本　和　也
Efficient Algorithms for Stable Matching and Online

Scheduling Problems（安定マッチング問題とオンライ

ンスケジューリング問題に対する効率の良いアルゴリ

ズム）

【岩間一雄・守倉正博・永持　仁】

川　原　　　純
Automated Competitive Analysis of Online Knapsack

Problems and Randomized k-server Problems（計算機

援用によるオンラインナップザック問題と乱択kサーバ

問題の競合比解析）

【岩間一雄・湯淺太一・岡部寿男】

姚　　　　　駿
Researches on Enhancing Power/Performance

Efficiency in Pipeline Stage Unification Processors（パ

イプライン　ステージ統合を行うプロセッサにおける

電力性能比の向上の研究）

【富田眞治・小野寺秀俊・中島浩】

増　x 隆　彦
JPEG2000処理システムの構成法に関する研究

【小野寺秀俊・富田眞治・守倉正博】

［論文提出によるもの］

Laurie Ann Johnson
Developing a Management Framework for Local

Disaster Recovery: A study of the U.S. disaster recov-

ery management system and the management

processes and outcomes of disaster recovery in 3 U.S.

cities（地方における災害復興のための管理体制の構

築：米国における災害復興管理システムおよび米国３

都市における災害復興の管理過程と成果に関する研究）

【林　春男・田中克己・河田惠昭】
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第20回回路とシステム軽井沢ワークショップ
奨励賞

平成20年４月21日
土　谷　　　亮 助教（通信情報システム専攻）
ダミーフィルがオンチップ配線の高周波特性
に与える影響の解析的評価手法

2008年度システム制御情報学会学会賞論文賞

平成20年５月17日
石　川　将　人 講師（システム科学専攻）
三叉ヘビ型ロボットのPoint-to-Point フィール
ドバック制御

第69回数理モデル化と問題解決研究会賞
プレゼンテーション賞

平成20年５月16日
佐　藤　彰　洋 助教（数理工学専攻）
外国為替市場参加者行動の特異性検出方法：
特異性の伝播と同期

日本オペレーションズ・リサーチ学会
S@CO in 筑波　2008「計算と最適化・未来を

担う研究者の集い」最優秀発表賞

平成20年６月１日
林　　　俊　介 助教（数理工学専攻）
DSM通信に対する最適化理論の適用

入　学　状　況・修　了　状　況・栄　誉・表　彰

栄　誉・表　彰

入　学　状　況
平成21年度

（ ）内は外国人留学生で内数

修　了　状　況

専　　攻　　名 修　了　者　数

知 能 情 報 学 ０３３

社 会 情 報 学 ０３３

複 雑 系 科 学 ０１２

数　理　工　学 ０２４

シ ス テ ム 科 学 ０３５

通信情報システム ０３９

合　　　　計 １７６

平成20年度修士課程修了者数

区　分 修　士　課　程 博 士 後 期 課 程

専攻名 入学定員 入学者数 入学定員 入学者数

知 能 情 報 学 ０３７ ０４２h １５ １１a

社 会 情 報 学 ０３６ ０３８g １４ ０８s

複 雑 系 科 学 ０２０ １０ ０６ ０３d

数　理　工　学 ０２２ ０２６s ０６ ０５a

シ ス テ ム 科 学 ０３２ ０３２s ０８ １５d

通信情報システム ０４２ ０３４s １１ １３d

合　　　　計 １８９ １８２s ６０ ３６j
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栄　誉・表　彰

近畿総合通信局情報通信月間表彰

平成20年６月１日
角　　　康　之 准教授（知能情報学専攻）
ICTを利用した自動の見守りシステムの構築

情報通信月間推進協議会会長表彰
情報通信功労賞

平成20年６月２日
松　山　隆　司 教授（知能情報学専攻）
知識処理についての幅広い見識を活かしイン
ターネット上の有害情報への対応に関する精
力的な取り組み

学会賞論文賞（システム制御情報学会）

平成20年５月17日
杉　江　俊　治 教授（システム科学専攻）
システム制御情報学会論文誌に公表された論
文の中で学術・技術に寄与するところが大き
かったから

学会論文賞（計測自動制御学会）

平成20年８月21日
東　　　俊　一 助教（システム科学専攻）

「離散値入力型制御のための最適動的量子化器
の安定性」

電子情報通信学会フェロー

平成20年９月17日
酒　井　英　昭 教授（システム科学専攻）
信号処理における統計的理論の発展

電子情報通信学会フェロー

平成20年９月17日
守　倉　正　博 教授（通信情報システム専攻）
無線LANシステムの研究開発と標準化

NTF Award Finalist for Entertainment Robots
and Systems

平成20年９月25日
奥　乃　　　博 教授（知能情報学専攻）

NTF Award Finalist for Entertainment Robots
and Systems

平成20年９月26日
尾　形　哲　也 准教授（知能情報学専攻）

NTF Award Finalist for Entertainment Robots
and Systems

平成20年９月26日
駒　谷　和　範 助教（知能情報学専攻）

電子情報通信学会通信ソサイエティ活動功労賞

平成20年９月17日
新　熊　亮　一 助教（通信情報システム専攻）
通信ソサイエティにおける企画運営等に関す
る献身的活動は学術交流活性化への寄与が多
大

前島賞

平成20年10月31日
守　倉　正　博 教授（通信情報システム専攻）
OFDM無線LANシステムの実用化

ベストポスター賞─学術部門─

平成20年12月５日
平　岡　敏　洋 助教（システム科学専攻）
ドライビングシミュレータによるエコドライ
ブ走行の燃料消費率低減効果に関する定量評
価

電子情報通信学会フェロー

平成20年12月２日
石　田　　　亨 教授（社会情報学専攻）
デジタルシティの実証的研究への貢献

Outstanding Reviewer（顕著な査読者）

平成20年12月12日
東　　　俊　一 助教（システム科学専攻）

IEEE Kansai Sectionメタル

平成20年４月30日
太　田　快　人 教授（数理工学専攻）
IEEE関西支部の活動に対して多大な功績があ
った

IJCAS Academic Activity Award

平成20年12月22日
太　田　快　人 教授（数理工学専攻）
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栄　誉・表　彰

ヒューマンインターフェイス学会　論文賞

平成21年３月２日
松　山　隆　司 教授（知能情報学専攻）

「対話における顔向けを伴う働きかけが同意・
不同意応答のタイミングに及ぼす影響」
V01.10Ｎ0.4PP1－10

計測自動制御学会制御部門2009年パイオニア賞

平成21年３月５日
石　川　将　人 講師（システム科学専攻）
数多くの優れた論文を発表し制御理論の発展
に大きく貢献した

船井情報科学振興賞

平成21年２月26日
黒　橋　禎　夫 教授（知能情報学専攻）

第37回日本オペレーションズリサーチ学会
文献賞

平成21年３月17日
山　下　信　雄 准教授（数理工学専攻）
オペレーションズ・リサーチに関する理論と
応用の進歩発展に寄与し独創性と将来性に富
む文献
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人　事　異　動

［平成20年 6 月 1 日付］
准教授　知能情報学専攻

牧　　　淳　人
（東芝欧州研究所へ転出）

［平成20年 9 月15日付］
助　教　システム科学専攻

中　村　一　尊 （京セラへ転出）

［平成20年10月 1 日付］
講　師　複雑系科学専攻

大　谷　佳　広 （採用）

［平成20年10月31日付］
助　教　システム科学専攻

塩　瀬　隆　之
（京都大学総合博物館へ配置換）

［平成20年12月 1 日付］
助　教　数理工学専攻

上　岡　修　平 （採用）

［平成20年12月31日付］
准教授　社会情報学専攻

吉　村　哲　彦 （島根大学へ転出）

［平成21年 1 月 1 日付］
助　教　通信情報システム専攻

玉　置　　　卓 （採用）

［平成21年2月1日付］
助　教　知能情報学専攻

柴　田　知　秀 （採用）

［平成21年 3 月31日付］
准教授　システム科学専攻

天　野　　　晃 （立命館大学へ転出）
准教授　通信情報システム科学専攻

小　林　和　淑
（京都工芸繊維大学へ転出）

准教授　社会情報学専攻
岩井原　瑞　穂 （早稲田大学へ転出）

助　教　通信情報システム専攻
嶋　田　　　創
（奈良先端科学技術大学院大学へ転出）

教　授　通信情報システム専攻
富　田　眞　治 （定年）

講　師　システム科学専攻
荻　野　勝　哉 （定年）

［平成21年 4 月 1 日付］
教　授　通信情報システム専攻　

佐　藤　高　史 （採用）
准教授　数理工学専攻

辻　本　　　諭 （講師から昇任）
准教授　システム科学専攻　

林　　　和　則 （助教から昇任）
助　教　社会情報学専攻

三田村　啓　理 （採用）
助　教　システム科学専攻

前　田　新　一 （採用）

人　事　異　動
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情報学研究科教員配置一覧

情報学研究科教員配置一覧
2009. 4. 1.現在

専攻名 講座名 分野名
担　当　教　員　名

備　　考
教　授 准教授 講　師 助　教

生体情報処理 小林　茂夫 細川　　浩 前川　真吾
生体・認知 認知情報論 乾　　敏郎 水原　啓暁 笹岡　貴史

情報学 聴覚・音声情報
［正木　信夫］［西村　竜一］

Ｐ　：ＡＴＲ
処理［連携ユニット］ ＡＰ：ＡＴＲ

知能情報
ソフトウェア基礎論 佐藤　雅彦 五十嵐　淳 中澤　巧爾

ソフトウェア
知能情報基礎論 山本　章博 稲垣　耕作 土井晃一郎
知能情報応用論 西田　豊明 角　　康之 大本　義正
言語メディア 黒橋　禎夫 柴田　知秀

知能メディア 音声メディア 奥乃　　博 尾形　哲也 駒谷　和範
画像メディア 松山　隆司 川嶋　宏彰

生命情報学 後藤　　修 矢田　哲士 市瀬　夏洋
兼担：知能情報特別研究等 高倉　弘喜 学術情報メディアセンター
兼担：知能情報学特別講義 □土佐　尚子 学術情報メディアセンター

［特定教授］

兼任：生体情報処理演習 ○堀　あいこ ヤマダ小児科医院
兼任：コンピュータビジョン □杉本　晃宏 国立情報学研究所

メディア応用
映像メディア 美濃　導彦 椋木　雅之 舩冨　卓哉

＜協力講座＞
ネットワークメディア 岡部　寿男 宮崎　修一 尾関　基行 学術情報メディアセンター
メディアアーカイブ 河原　達也 森　　信介 秋田　祐哉

生命システム情報学
バイオ情報ネットワーク 阿久津 達也 林田　守広 化学研究所＜協力講座＞
分散情報システム 吉川　正俊 馬　　　強

社会情報モデル
情報図書館学 田中　克己 田島　敬史 荻野博幸・小山　聡
情報社会論

［山田　　篤］ ＡＰ：京都高度技術研究所
（客）［連携ユニット］
広域情報ネットワーク 石田　　亨 松原　繁夫 服部　宏充

社会情報
情報セキュリティ

［岡本　龍明］［真鍋　義文］
Ｐ　：ＮＴＴ

ネットワーク
（客）［連携ユニット］ ＡＰ：ＮＴＴ
市場・組織情報論

［横澤　　誠］［木下　貴史］
Ｐ　：野村総研

［連携ユニット］ ＡＰ：野村総研

生物圏情報学
生物資源情報学 守屋　和幸 荒井　修亮 三田村啓理
生物環境情報学 酒井　徹朗 小山　里奈

兼担：サービスモデリング論 □原　　良憲 経営管理大学院
兼担：情報システム分析論 松井　啓之 経営管理大学院
兼担：サービスモデリング論 □前川　佳一 経営管理大学院

［特定准教授］
兼担：情報学展望2A ○塩瀬　隆之 総合博物館
兼任：情報システム設計論Ⅰ及び演習 ○村上　陽平 情報通信研究機構
兼任：医療情報学 □長瀬　啓介 金沢大学附属病院
兼任：ヒューマンインタフェース □山下　直美 ＮＴＴ
地域・防災情報 総合防災システム 多々納 裕一 畑山　満則 防災研究所
システム学 巨大災害情報システム 矢守　克也 鈴木　進吾 防災研附属巨大災害研究センター

＜協力講座＞ 危機管理情報システム 林　　春男 牧　　紀男 防災研附属巨大災害研究センター
医療情報学＜協力講座＞ 吉原　博幸 黒田　知宏 竹村　匡正 粂　　直人 医学部附属病院医療情報部
情報フルーエンシー教育＜協力講座＞ 喜多　　一 上原哲太郎 池田　心・森　幹彦 学術情報メディアセンター

応用解析学
逆問題解析 磯　　祐介 久保　雅義
非線型解析 木上　　淳 日野　正訓 若野　　功 藤原　宏志
非線形力学 船越　満明 田中　泰明 金子　　豊

青柳富誌生
複雑系力学 複雑系数理

宮崎　修次
筒　　広樹

複雑系解析（客）

応用数理学
計算力学 西村　直志 大谷　佳広 原田　健自
知能化システム 山本　　裕 藤岡　久也 永原　正章

兼担：非線型解析特論Ａ ○吉田　伸生 理学研究科
兼担：複雑系科学特別セミナー 椹木　哲夫 工学研究科
兼担：複雑系科学特別セミナー 青木　一生 工学研究科
兼任：応用解析学特論Ⅱ 齊藤　宣一 東京大学
兼任：複雑系力学特論Ⅰ 藤村　　薫 鳥取大学
兼任：応用解析学特論Ⅰ Christian Bluhm Credit Suisse
兼任：応用数理学特論Ⅱ 登坂　宣好 東京電機大学

知　能

情報学

社　会

情報学

複雑系

科　学
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情報学研究科教員配置一覧

（参考）
１．兼担・兼任について、無印：通年、○印：前期、□印：後期を示す。
２．連携ユニット：予算措置されているもの　社会情報学専攻の２分野（情報社会論、情報セキュリティ）

研究科内措置によるもの　知能情報学専攻（視覚・音声情報処理）、社会情報学専攻（市場・組織情報論）
数理工学専攻（応用数理モデル）

専攻名 講座名 分野名
担　当　教　員　名

備　　考
教　授 准教授 講　師 助　教

応用数学
数理解析 中村　佳正 辻本　　諭 上岡　修平

離散数理 永持　　仁 趙　　　亮 福永　拓郎

最適化数理 福嶋　雅夫 山下　信雄 林　　俊介

システム数理
制御システム論 太田　快人 鷹羽　淨嗣 田中　秀幸

応用数理モデル ［山本　　彰］［高橋　信補］ Ｐ　：㈱日立製作所システム開発研究所

［連携ユニット］ ＡＰ：㈱日立製作所システム開発研究所

数理物理学
物理統計学 宗像　豊哲 五十嵐 顕人 佐藤　彰洋

力学系理論 岩井　敏洋 谷村　省吾 山口　義幸

数理ファイナンス＜協力講座＞ 関根　　順 経済研究所

兼任：応用数理工学特論A 山下　　浩 ㈱数理システム

兼任：金融工学 ○野崎　真利 ㈱三菱UFJトラスト投資工学研究所

兼任：金融工学 ○山本　　零 ㈱三菱UFJトラスト投資工学研究所

兼任：数理解析特論 Alexei Zhedanov ドネツク物理工学研究所

機械システム制御 杉江　俊治 石川　将人 東　　俊一

人間機械共生系 ヒューマンシステム論 熊本　博光 西原　　修 平岡　敏洋

共生システム論 片井　　修 川上　浩司

システム構成論
適応システム論 田中　利幸

数理システム論 酒井　英昭 林　　和則

情報システム 高橋　　豊 笠原　正治 増山　博之

システム情報論 論理生命学 石井　　信 大羽　成征 前田　新一

医用工学 松田　哲也 水田　　忍

応用情報学＜協力講座＞ 中島　　浩 岩下　武史 学術情報メディアセンター

兼担：共生システム論等 塩瀬　隆之 総合博物館

兼任：医用システム論 嶋吉　隆夫 京都高度技術研究所

兼任：システム科学特殊研究１ 天野　　晃 立命館大学

兼任：システム科学特殊研究２ 池田　和司 奈良先端科学技術大学院大学

コンピュータ
論理回路 岩間　一雄 伊藤　大雄 玉置　　卓

工学
計算機アーキテクチャ

計算機ソフトウェア 湯淺　太一 八杉　昌宏 馬谷　誠二

通信システム
ディジタル通信 吉田　　進 村田　英一 山本　高至

工学
伝送メディア 守倉　正博 田野　　哲 梅原　大祐

知的通信網 高橋　達郎 朝香　卓也 新熊　亮一

集積システム
情報回路方式 佐藤　高史 越智　裕之

工学
大規模集積回路 小野寺秀俊 土谷　　亮

超高速信号処理 佐藤　　亨 乗松　誠司 阪本　卓也

地球電波工学 リモートセンシング工学 山本　　衛 橋口　浩之 山本　真之 生存圏研究所

＜協力講座＞ 地球大気計測 津田　敏隆 中村　卓司 堀之内　武 生存圏研究所

兼担：並列計算機アーキテクチャ ○富田　眞治 物質－細胞総合システム拠点

兼任：応用集積システム ［特定拠点教授］ ○小野　定康 慶應義塾大学

兼任：暗号と情報セキュリティ ○宮地　充子 北陸先端科学技術大学院大学

兼任：通信情報システム産業応用論 □富永　昌彦 情報通信研究機構

兼任：並列分散システム論 □加藤　和彦 筑波大学

兼任：並列分散システム論 □森　眞一郎 福井大学

兼任：通信情報システム特別研究１ 沢田　篤史 南山大学

兼任：通信情報システム特別研究２ 荻原　剛志 京都産業大学

兼任：情報と知財 □宮脇　正晴 立命館大学

兼任：情報と知財 □谷川　英和 IRD国際特許事務所

数　理

工　学

通信情報

システム

システム

科　学

兼担：イノベーションマネージメント基礎 □原　　良憲 経営管理大学院

兼担：計算科学特論 □小山田耕二 高等教育研究開発推進センター
共通



No. 11

60

日　誌

日　誌（平成20年4月1日～平成21年3月31日）

平成20年

４月４日 専攻長会議

４月７日 大学院入学式

４月11日 研究科会議・教授会

５月２日 専攻長会議

５月９日 研究科会議・教授会

６月６日 専攻長会議

６月13日 研究科会議・教授会

７月４日 専攻長会議

７月11日 研究科会議・教授会

８月12日 臨時専攻長会議

９月５日 専攻長会議

９月11日 研究科会議・教授会

10月３日 専攻長会議

10月10日 研究科会議・教授会

11月７日 専攻長会議

11月14日 研究科会議・教授会

11月22日 創立十周年記念行事

12月５日 専攻長会議

12月12日 研究科会議・教授会

平成21年

１月５日 新年挨拶会

１月９日 専攻長会議

１月16日 研究科会議・教授会

２月６日 専攻長会議

２月13日 研究科会議・教授会

２月20日 臨時専攻長会議

３月６日 専攻長会議

３月23日 大学院修了式





情報学研究科企画・評価委員会 広報ワーキンググループ

企画委員
広報担当　　

山本　　裕

ワーキンググループ　　柴田　知秀　　馬　　　強　　日野　正訓
メンバー

鷹羽　淨嗣　　林　　和則　　朝香　卓也

事務担当　　情報学研究科・総務・教務掛


